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はじめに
経済成長が続く中国では，発展が著しい東部に対して，西部は発展が遅れている。国土の6割以上
を占める少数民族地域は西部に分布する。その地域を開発し，少数民族の文化的レベルを含め，経済
を発展させようとする動きが1990年代初頭からすでに始まっていた。そんな中，90年代最後の年に
甚大な被害をもたらした黄砂が発生した。これを受けて中央政府は，西部の生態環境を改善していく
ことが，東部地方を持続的に発展させる条件であると気づいたのである。その黄砂の発生源とされて
いる地域の一つが，「ゴビ砂漠」と呼ばれる土地を含む内モンゴル自治区アラシャン盟エズネー旗で
ある。
2002年以降，日本の人間文化研究機構総合地球環境学研究所が実施した「水資源変動負荷に対す
るオアシス地域の適応能力とその歴史的変遷」（通称「オアシスプロジェクト」）では多くの研究者が
エズネーに入って調査している。その中で児玉香菜子氏（当時，名古屋大学）は現地で精力的な聞き取
り調査を行い，特に水資源の利用について報告している。筆者1は，当プロジェクトのメンバーとし
て現地で研究調査を行っていた指導教員のフフバートルとともに3度エズネー旗を訪れた。
「オアシス遊牧」（小長谷 2004）を行ってきたエズネーの牧畜民たちは，行政の禁牧や生態保護政策
による家畜数削減をうけ，経済活動と生活文化の急激な変容を迫られている。その中で，政策実施の
対象になるモンゴル人のほとんどが放牧の生業を維持しつつもその割合を減らし，別の生業でも収入
を得るといった副業の展開を行っている。これは，実際少数民族をその伝統的生業から切り離し，生
活スタイルにおける漢族化を促すものであり，健全な文化変容とは言えない。
本論では，まずエズネーの牧畜民たちが生業転換兼業を迫られるに至った国家政策である「西部
大開発」と，それに盛り込まれた「生態環境の改善と整備」，特に「生態移民政策」の概要をまとめ
る。次に調査地の概要と，著者が15回にわたり，10軒の牧畜民家庭を中心に行った聞き取り調査を
軸にし，児玉氏の報告を参考にしながら，エズネーに暮らす生態移民政策の対象である牧畜民の生活
の実態を報告することにする。また，この聞き取り調査の中で浮かび上がった社会現象を考察し，生
態移民政策の目指す「生態保護脱貧困」の目的と実態の食い違いを指摘し，問題点を考察する。
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第一章 「西部大開発」とその環境政策
1.「西部大開発」
「西部大開発」とは，「西部」の経済発展条件を促すための国家プロジェクトである。この西部大開
発については，愛知大学現代中国会編『中国21』（Vol.18.2004）で特集され，詳しい資料や論議が
取り上げられている。その中で，中国国務院発展改革委員会国土開発地区経済研究所所長の杜平は，
西部大開発に至る経緯を「理論的基礎」と「客観的現実」として対談の中で分類している。ここでは
その分類を引用し，中国の「西部大開発」について概観する。
11.「西部」の概念
経済発展の著しい「東部」と，発展途上の「中部」より西の，多くの少数民族の暮らす地域を「西
部」という。「西部大開発」における「西部」には，広西チワン族自治区，重慶市，四川省，貴州省，
雲南省，チベット自治区，青海省，陜西省，甘粛省，寧夏回族自治区，新疆ウイグル自治区，内モン
ゴル自治区の12の市省自治区が含まれ，その領域の総面積は約680万平方キロメートルであり，
中国全土の64％を占める少数民族分布地がほぼ全て含まれる。実際，「西部」は，モンゴル高原西南
部から新疆に及ぶ砂漠地域，オアシス地域，草原，ゴビ，盆地，チベット青海高原の植生帯を含む
さまざまな異なる地形と，それに伴う生態からなりたつ。つまり，西部大開発における「西部」は，
単なる西の地域を指すのではなく，発展した東部との比較において考えられる概念であり，政治的に
は非農耕，文化的には非漢字（語），民族的には非漢族の住民あるいは居住地域（シンジルト 2005）で
ある。確かに東部はほとんどが漢族で，近代化が進み，発展しているのに対して，非漢族の土地であ
る西部は，中国の社会発展論から見て，「遅れた」地域であると認識されている。それはつまり，生
業形態においては牧畜より農耕，居住形態では移動式テントより定住家屋，生活環境としては田舎よ
り都市のほうが先進的であり，遅れたもの 西部は必ず進んだ方向 東部へ進化するのだという
考え方である（シンジルト 2005）。
こうした東部，漢族優位の認識が広く共有されている中で，「西部大開発」がスタートをきってい
る。
12.理論的基礎と経緯
1999年春，「中西部地域の開発」ということばが初めて中国のマスメディアに登場した。3月6日
に行われた全人代全国政治協商会議で，江沢民が西部大開発を提起したのである。
「西部大開発」は，東部沿海地帯と西部内陸諸地域との経済的格差を是正し，西部内陸地域での経
済発展の条件を整備することを目標とした国家的プロジェクトである。西部地域の国家投資を拡大す
ることがこの目標達成の手段といえる。西部への国家投資の経緯についてここで少し触れておきたい。
西部は1949年～78年にも強力な建設投資を受けている。当時，工業や交通インフラの7割が東部
に偏在しており，内陸部とのアンバランスを是正する必要があった。1953年から実施された第1次
五カ年計画ではソ連の技術的援助による156の巨大プロジェクトの多くが西部で行われた（フフバー
トル 2007a）。基本建設投資シェアは，ピーク時の第3次五カ年計画期（196670年）には，東部と比
較して64.7％であり，優先的に投資を受けていることがわかる。しかし，1985年に鄧小平によって
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「先富論」（条件のある地域や個人が先行して豊かになり，後発地域を支援する）が提唱されると，経済全体
の発展を加速させるために一定の不平等を容認するべきだという考え方が容認され，第6次五カ年計
画（198185年）において，東部の基本建設投資シェアが中西部のシェアを上回ることになった。さ
らに第7次五カ年計画（198690年）において「東部沿海地区の発展を加速し，エネルギー，原材料
建設の重点は中部におき，西部開発の準備をする」という段階的発展論政策が採択され，東部重視
の傾向が加速していった。再び中西部に目が向けられるのは，第8次五カ年計画期（199195年）で，
この時「共同富裕」（各地域，個人が共に豊かになる）の原則が改めて強調され，続いて第9次五カ年計
画（19962000年）では，各経済区の強調と6項目2の中西部支援策が公表された。
本格的な西部大開発の発動は，江沢民の提起から2年後の第10次五カ年計画期（200105年）であ
る。2001年12月に国務院が「西部大開発の政策措置を実施することに関する通知」を公表し，開発
に関する政策がほぼ出うこととなった。
第10次五カ年計画は，正式には「第10次国民経済社会発展五か年計画要綱」の名称で2001年
3月に発表された。全1025章からなり，「発展は主題，構造調整は主線，改革解放と科学技術
進歩は原動力」ということばがその精髄を表している。このうち西部大開発には第八章が割り当てら
れ，経済構造改革の重要な部分として位置づけられた。政策の支柱となるのは①インフラ建設の加速，
②生態環境の改善と整備，③産業構造の調整と合理化，④科学技術と教育の発展，⑤改革深化と対外
開放拡大，という5項目で，特に①と②に重点が置かれている。
さらに同年2001年には「中華人民共和国民族区域自治法」が改正され，少数民族は漢語を学習し，
国家の主体文化を吸収するべきである，という中国政府の考え方が明確にされた。こうして西部大開
発は，経済統合によって西部少数民族の文化や民族意識を変えていく国民統合という目的を包括した。
13.客観的現実要因
以上のような国家政策の作成の背景には，それ以上放置できない現実の問題があった。1997年の
アジア金融危機，1998年の史上最大の長江洪水，1999年に甚大な被害をもたらした黄砂が，西部大
開発スタートの三大要因となった。特に後者の二つの被害によって，中国は人為的要因がもたらす大
自然の破壊について関心を払わざるを得なくなった。歴史の中で繰り広げられた漢族移民による略奪
的開発，伐採，草地利用，開墾栽培は，西部地域の環境を大いに破壊してきた。杜氏はその根本原
因を，「貧しすぎて経済が立ち遅れているために手っ取り早く大自然から利益を得ようとしていると
ころにある」としている。中央政府はこれらの被害を受けて，西部の生態環境を改善させていくこと
が，東部地方を持続的にバランスよく発展させる条件であると気づいたのである。
2.西部大開発の環境政策「生態移民」
21.西部の環境問題とその要因
西部の環境は，過去の歴史における漢人の移住と農耕化により長期的に破壊されてきた。現在，中
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2 ①中西部地区の資源開発，インフラ建設プロジェクトを優先し，資源加工型，労働集約型産業の中西部への
移転を促進すること②資源価格を調整し，中西部地区の自己発展能力を増強すること③中央政府からの規範
化された財政移転制度を実施すること④中西部地区の改革のペースを速め，外資を同地区に誘導すること⑤
貧困地区支援を強化すること⑥沿海地区と中西部地区の経済提携と技術協力を強化すること，の6項目。
国のほぼ全ての河川流域，沿海地域，そしてオアシス地域は，漢人の農地によって埋め尽くされてい
る。これらの地域は「内地」あるいは「東部」と呼ばれ，「先進地区」と捉えられている。移民たち
は農耕に適さない環境の西部でさえ開墾を続け，それが今日の西部における土壌の破壊，草原の砂漠
化，河川の枯渇などといった環境問題につながってきたのである。
西部地域の生態環境の悪化は，過去の国家政策の結果でもある。「中国の生態環境『生態移民政策』」
（2005p.9）の中で，シンジルト氏は，北京師範大学資源科学研究所の劉学敏の分析を次のように引
用している。
20世紀50年代以来，中国においては大規模な草原開墾を3回行い，牧草を取り除き穀物を栽培してきた。
第一回の1950年代人民公社期においては，農業を大々的に興そうとして，大がかりの草原開拓を行った。
そのため，冬と春の牧草地が減少し，土壌の砂漠化が進んだ。第二回の1960～70年代，「文化大革命」期に
おいては，「牧畜地域は農業地域へ進化すべき」（牧区向農区過渡）であり，「牧畜民は自ら穀物を栽培すべき」
（牧民不吃虧心糧）であるというまちがったスローガンのもとで，再び草原を盲目的に開墾し，生態環境を再
度破壊した。第三回の近年（改革開放以降）においては，局部的，目先の利益のために，多くの草原地域で
またもや開墾が大々的に行われた。改革開放以降，「食料自足事業」（「米袋子」工程）や「野菜自足事業」
（「菜藍子」工程）などのプロジェクトが推進され，（中略）農作物や野菜の栽培に根本から適さない地域にお
いてさえ，それらの自給自足が求められた。その結果生態系をいっそう悪化させた。
草原の開墾以外でも国家政策による環境悪化の例がみられる。少数民族地域の遊牧民に対して，伝
統的遊牧を定住型の放牧に変えさせる生活改造政策の実施である。1950年代から始まったこの政策
は，「文革」期になると強制的に実施されはじめた。例えば，内モンゴル自治区の牧区（放牧地区）で
は，「文革」の間，漢民族農村のやり方をモデルに「牧民新村」（居民点）が建設され，どれだけ定住
化が進んでいるかが発展を示す指標とされた。これが特定の牧草地での過放牧につながり，砂漠化の
原因となった（フフバートル 2007a）。さらに，1980年代，請負制度が実施され，家畜と牧草地使用権
が個人に分配されると，本来区切りのない草原において「草庫倫建設」（各世帯の牧草地を有刺鉄線な
どで分断し，囲いをつくること）が全国に普及した。定住して放牧するというのは，農耕民の発想であ
り，このような放牧様式が主流となったために，牧草地を休ませながら放牧するという伝統的な遊牧
が事実上排除された。その結果，1990年代には内モンゴル各地において砂漠化現象が顕著になった。
22.生態移民
「生態移民」とは，自然環境をはじめとして人間までを含むあらゆる生態を保全するために，保護
の障害となる土地から，もしくは障害となる生業を営む人間が，障害にならない土地に移住すること
であると説明できる。
しかし，「生態移民」という用語については，未だはっきりとした共通の定義づけがなされていな
い。一方で，「西部大開発」の開始時期に中国の新聞で「生態移民」という用語が紹介されてから
2004年までに「生態移民」を題名にした新聞記事は50数本にのぼり，政策の方針として議論され，
「生態移民」をテーマとした学術論文も書かれてきた。シンジルト氏（2005p.16）によれば，「生態移
民」は次の五つに分類される。すなわち，①大河の源流地域を守るための「生態移民」，②砂嵐の発
生を防ぐための「生態移民」，③水災害を防ぐための「生態移民」，④貧困問題を解決するための「生
態移民」，⑤希少な野生動物や観光名所を保護するための「生態移民」である。この上で，定義づけ
や分類よりも，現段階では各地域各時代における現実の「生態移民」がいかに展開していくかに注目
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することの方が重要であるとも述べている。
23.生態移民政策
生態移民政策は，「西部大開発」開始以前の1980年代から行われていた。寧夏回族自治区の南部山
岳地域に，生態環境が極端に悪化し，日常生活が成り立たなくなった「特困地区」（特別貧困地区）と
国家に指定された地域で，1982年より国家主導のもと，外部へ移住させられるようになった。これ
が中国における「生態移民政策」実践の始まりである。
「西部大開発」に「生態環境の改善と整備」が盛り込まれた後は，2002年12月14日に首相の朱鎔
基が「中華人民共和国国務院令（第三六七号）」を公布し，その中で「退耕還林（土地を耕すことをやめ
て，その土地を森林に戻すこと）条例」を制定している。この条例では，第4条「退耕還林は生態を優
先し，（中略）実施するにあたり生態移民と結合すべきである」，第5条「国家は退耕還林の過程にお
いて，生態移民を行うことを奨励し，生態移民を行った農家には生活生産の面において補助を与える」
とするなど，「生態移民」という用語を直接用い，自然保護と移住を結びつけるべきであるとうたっ
ている。
さらに農耕地域に対する「退耕還林」に続き，2003年には放牧地域に対する「退牧還草」が実施
された。「退耕還林」の経験を活かし，放牧地域で「退牧還草」を行うべきとする全国政治協商会議
の提案を受けて，2003年に，中央政府は内モンゴル東部，北部，新疆北部，青海チベット高原東
部地域で「退牧還草」を普及し，国家の奨励補助措置として飼料を提供することを決定した。
「退牧還草」の政策内容は主に3つに分類できる。①「禁牧」（一定期間，放牧を完全に禁止する），②
「休牧」（牧草が萌芽から結実するまでの期間，放牧を停止する），③「区画輪牧」（自然状況や人為的判断に
基づき，牧草地をいくつかの区画に区切り，順次牧草地を変えて放牧する）である。「退牧還草」プロジェ
クトは，2003年から5年以内に全国の退化した牧草地の4割（10億畝）を回復するという目標のもと，
「生態移民」の数を激増させたのである（シンジルト 2005pp.1314）。
24.生態移民政策の3つの側面
西部大開発は，経済統合によって西部少数民族の文化や民族意識を変えていくという目的を包括し
ていることは先に述べたが，その中でも「生態移民政策」は生態保護の実施のみならず，文化，民族
意識を意図的に変容させようとする大義名分としても利用される。さらに言えば，漢族の社会発展論
的な考え方に根ざした「経済統合」，つまり経済開発を推し進める手段でもある。シンジルト氏は
「生態移民政策」の描くシナリオについて述べるにあたり，次の論述を引用している（シンジルト 2005
p.20）。
西部大開発にともなう生態移民政策が，最も効果を発揮するのが「国民統合」の促進においてである。そ
れまでの国民統合を目標とするあらゆるスローガンとも異なって，「生態移民」ということばは，すべての
疑念や反対を押し切る勢いと，生態という人類共通の利益のためだという大義名分をもっているからだ。こ
れより，牧畜業を営んできた人間は，生態移民として所在地域や他地域に建設された小型町（小城鎮）に移
住させられる。そこに集住させられた彼らは工業あるいはサービス業など第三次産業に従事させられる。生
活様式と生態形態を変えることで，生態環境に対する人間の依存度を減少させ，生態の保全につなげる（王
培先 2000，劉学敏ほか 2002）。
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生態移民政策の描くシナリオは，生態保護という建前と，経済開発，国民統合という本音を持って
いることは明らかである。つまり，「生態移民政策」は，生態保護，経済開発，国民統合の3つの切
り離せない側面を持っているということである。
第二章 エズネーの変遷と今
1.エズネー地誌
11.内モンゴル自治区全体の風土
アジアの牧草地帯は，大部分がモンゴル国と中国の内モンゴル自治区，甘粛省，新疆ウイグル地区，
青海省，チベット自治区に分布している。中国の草原の92.5％がこれらの地域に属しており，特に
内モンゴルにおける草原の面積は中国全土の草原の24.2％を占める。牧畜業が草原の主産業である。
中国の降水量の特徴は，東南へ行くほど多く，西北へ行くほど少なくなる。図1のラインは年間降
水量400mmの等値線で，この線より西北は一部を除いて降水量が400mm以下の土地である。こ
の境目は木が大きく育つか育たないかを分けており，砂漠や沙地もこのラインより西北に分布してい
る（「草原の砂漠化」http:/www.foejapan.org/desert/area/index.html）。
内モンゴルの降水量は，東北から西南に移るにつれて次第に減少し，乾燥度が高くなっていく。こ
れによって草原のタイプを大きく4つに分類することができる。すなわち，東北から西南にかけて，
「森林草原」「乾燥草原」「荒漠草原」「荒漠」である。一般に「森林草原」では雑草が多く，「乾燥草
原」では禾本科の草が多く，「荒漠草原」と「荒漠」には灌木が多く生えている。こういった草原の
タイプによって，家畜の種類と分布が異なっており，一般に降水が多い草原ほどウシ，ウマなどの大
型家畜が多く，乾燥度が強くなるほどヒツジとヤギが多くなり，乾燥度の最も高いところにはヤギが
分布する。
内モンゴル自治区の面積は1億1,830万ヘクタールで，そのうち東からフルンボイル市，興安盟，
通遼市，シリーンゴル盟東部が「森林草原」で，シリーンゴル盟西部，オラーンチャブ市西部，バヤ
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図1 中国の砂漠分布図に見る内モンゴル自治区
http:/www.foejapan.org/desert/area/index.htmlより転載
ンノール市の東部には「荒漠草原」があり，アラシャン盟，バヤンノール市西部には「荒漠」が分布
している。その他「乾燥草原」は内モンゴル高原，エルタス高原東部，遼河平原西部地域に分布する。
面積を見ると，多いほうから「森林草原」が2,200万ヘクタール，「荒漠草原」が1,920万ヘクター
ル，「乾燥草原」が980万ヘクタールである。
12.エズネーの行政と自然環境
寧夏回族自治区の首府銀川市から北西へジープで3時間ほど省道を走らせると，内モンゴル自治区
アラシャン盟の中心地，アラシャン左旗バヤンホト鎮に着く。そこからさらに東南から西南へ弧を描
く礫砂漠の中の舗装道路を8時間あまり走れば，砂漠の中に突如緑の一帯が現れる。それが内モンゴ
ル自治区アラシャン盟エズネー旗のオアシスである。
エズネー旗は，北京からは西北におよそ1,300キロメートル，アラシャン盟の中心の町バヤンホト
からは西におよそ600キロメートル離れたところに位置する内モンゴル自治区最西端の辺境地域であ
る。西と西南は甘粛省と隣接し，北はモンゴル国との国境をなし，東と東南にはアラシャン右旗があ
る。2007年現在，エズネー旗には，旗の下位行政単位としてのソムが3つあり，人民政府所在地で
あるダライフブ鎮を含む各鎮ソムの中には数世帯ずつの集合体からなる多くのガチャー
3がある。
近年，ソムとガチャーは合体や廃止が多いため，その数も変動的である。
エズネー旗の西端には，モンゴル高原と接するマーゾンシャン（馬鬣山）地帯があり，東にはバタ
インジャラン砂漠地帯がある。そして，中部のガショーンノール盆地には黒河の支流によって形成さ
れたソブノール湖がある。エズネー旗は，年間平均降水量37mmのまばらな植生が見られる砂漠性
ステップの中にありながら，海抜が900～1,600メートルと相対的に低いため，連山からの黒河の
水が流れ込み，川筋に沿って植生の豊かなオアシスが形成されている。そのために，モンゴル語で礫
砂漠を指す「ゴビ」と，川川筋を指す「ゴル」の2つが，エズネーにおける自然環境の特徴になっ
ている。エズネー旗の総面積は114,606平方キロメートルで，その大部分をゴビ地帯が占める。ゴビ
には，時たま葦原が出現し，これはかつての河川の跡でコル4と呼ばれる。ゴルの林には主にポプラ
（胡楊）5，タマリスク（紅柳），葦類（芦葦）などの植生が見られる。
黒河は南から北に流れて，エズネーに入ったところから「エズネー河」と呼ばれ，エズネー河はバ
ヤンボグド山を境にさらに東西に分かれる。現地の人々は，その民俗方位によって，東河（エズネー
河）をオムノゴル，あるいはオルドゴル（南河）と呼び，西河（ムレン河）をホイトゴル（北河）
と呼ぶ。エズネー河の西には，平行してナリーン河が流れる。エズネー河の全長は約250キロメート
ルである。かつて，ムレン河はガショーンノール湖（西居延海），エズネー河とナリーン河はソブノー
ル湖（東居延海）にそそいでいたが，河川水の減少が原因で，1958年に267平方キロメートルあった
ガショーンノール湖は干上がっている。同年から36平方キロメートルのソブノール湖も縮小を始め，
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3 ガチャーは，ソムの下位行政単位で，人民公社になる以前はバグと呼ばれていたが，人民公社時代には「生
産大隊」となった。その後，「人民公社」が「ソム」になるにつれて，「生産大隊」が「ガチャー」となった。
ガチャーは本来，漢人の村を指す意味で使われていた。
4「コル」kolはもともとオアシスがあったところで，地下水位が高いため，砂漠の中の居住可能地点として
利用されている。
5 ヤナギ科の落葉高木。モンゴル語でトーライ，漢語でフーヤン（胡楊）と呼ばれ，学名はPopuluseuphratica
である。
1992年に完全に消失して黄砂の発生源とされた。しかし2003年からは環境保護の政策に則って河川
水流量が調節され，ソブノール湖は再び出現している。
2.地域史と住民
エズネーは，漢王国時代は漢人，西夏時代はタングート人，モンゴル帝国時代はモンゴル人，そし
て，18世紀以降はトルゴードモンゴル人というふうに，時代によりそこに住む人々は変わってい
た。中華人民共和国建国以降は漢族の流入が著しく，「オアシスプロジェクト」人類学班リーダー
である小長谷氏は，過去半世紀におけるエズネーの歴史的変容は「人口増加」，「農耕開拓」，「軍事基
地の建設」の3点にしぼることができると述べている（小長谷 2004）。農耕開拓も軍事基地の建設も
漢族の移住からくる人口増加と深く関わっている。
ここではエズネーの住民に焦点を当て，人口増加とそれに伴う土地利用の地域史を概観する。
21.エズネー前史（漢～明代）
水を求めてゴビ砂漠を往来した昔，エズネーは交通の要所であり，遊牧騎馬民族と農耕民の攻防の
舞台であった。その歴史は漢代にり，当地には漢代の遺跡，西夏と元代の廃城などが残っている。
黒河沿いの道は，モンゴル高原からゴビを横断してシルクロードの河西回廊へ至るための最短ルート
で，2000年以上昔，ゴビに最も近いオアシスエズネーは「巨延」として歴史上に現れた。紀元前
102年，漢と匈奴の抗争が激しく続いていた時代，漢の武帝は匈奴の南下を防ぎ，シルクロードを防
衛するため精鋭部隊をエズネーに駐屯させていた。彼らは農耕開発に従事しながら北方騎馬遊牧民の
侵入を防ぐ任務を帯びる屯田兵だった。三世紀の『後漢書』は，すでに戸数1,560，人口4,733が此
処に存在していたと記録しているため，ここで巨大な開発が行われていたことは確かである。歴史文
献において黒河の終点にあった湖は「居延沢」，あるいは「居延海」と呼ばれ，漢代に書かれた「居
延漢簡」が，これら開発地において数多く出土している。中国の中原地域よりもさらに遠隔の地にお
いて，こうした歴史的記録が充実しているのは，この地域が統治者にとって極めて重要な戦略的拠点
であったことを意味する（小長谷 2004）。
1038年から1227年，北アジア中部に存在した西夏時代，王国は黒河下流のエズネーに黒水鎮燕軍
司を置き，この地方の行政を任せ，北辺の守りに就かせた。西夏は中国西北部にタングート人が建て
た国で，宋と遼金の間にあって，東西交易の中継に活躍し，独特の西夏文字や優れた仏教文化を持
つ国であった。その中心がおかれたのが「黒水城」，後にハラホトと呼ばれる城郭遺跡である。城郭
は，東西240メートル，南北241メートルの正方形で，四辺はほぼ東西南北の方位に沿って築かれて
いる。城壁は版築と呼ばれる土をつき固めながら積み上げていく工法で造られ，現在の高さは約4メ
ートルで，都市と呼べるような規模ではない。おそらく行政や軍司の関連施設がおかれた場所で，一
般住民はほとんどが城外で暮らしていたであろう。ハラホトの南東10キロメートルのところに緑城
緑という西夏時代の寺院集落の遺跡があるが，そこに至る間にも，広範囲に多くの人が暮らして
いた形跡がある。人々は灌漑水路を引き，ウシに鉄犂を引かせて土地を耕し，小麦や黍粟といった
雑穀類を栽培していた。また，集落内には鍛冶工房が設けられ，そこで鉄製農具や武器の生産と手入
れが行われていた。タングート族の話した西夏語は，チベット＝ビルマ語に属する言語で，彼らは，
殷周の時代から西方の異民族「羌」（現在の四川省北西部から青海省東部にかけての黄河上流で遊牧を営
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んだチベット系民族）として知られてきたグループの後裔とされている。大阪大学の佐藤貴保氏（西夏
文字研究者）によれば，西夏人の法典「天盛改旧新定律令」には官貿易のほか，私的貿易活動を容認
し，また，当時シルクロード交易を実質的に仕切っていたウイグル商人を優遇する規定があったとい
う。西夏時代，タングート族である西夏人以外にも多くの宗教，人種がエズネーに共存していた。仏
教を重んじた西夏王国であったが，城壁の外にイスラム教徒のためのモスクがあり，ハラホトの人々の
往来が頻繁であったことを考えるとおそらく，どこかにキリスト教の教会も埋もれていると考えられる。
1226年になると，中央アジア遠征に援軍を出さなかったことを口実に，チンギス＝ハンは西夏王
国を攻め，黒水城もこれに落とされた。こうして翌年西夏は滅亡したが，モンゴル軍はハラホトを滅
せず，それどころか，クビライ＝ハンの時代にはその城郭の範囲を拡大し，ハラホトはますます繁栄
していった。14世紀のエズネーは，モンゴル人，モンゴルに身を投じた西夏人を始めとする約7,000
人が暮らし，まさに人種のるつぼの「国際都市」となっていた。しかしその繁栄も長くは続かなかっ
た。1368年，元朝の順帝は明軍に破れ，大都を放棄してモンゴル高原カラコルムへ帰還することに
なる。そこで元軍は明軍と対峙し，明軍は2方向からカラコルムを攻める。その西のルート上には，
エズネーがあった。1372年，ついにハラホトは明軍の手に落ちることとなる。しかし，明朝は自然
環境の悪化やモンゴル軍の残党の抵抗などが原因でこの地を統治しきれず，エズネーの経営を断念し
た。その後，ハラホトは放棄され，砂流の中に埋もれていった。
そして，このころ，町が衰退したと同時期に，エズネー河の本流は東から西へ，大きくふれる。そ
の原因は，水資源の枯渇にあったとされている。
22.エズネーの住民史と社会的変容
かつて多くの漢人，西夏人，モンゴル人，その他の民族が暮らし，いつしか人の住まなくなったエ
ズネーに，現在暮らしているのは，「エズネートルゴード」と呼ばれるモンゴル人たちである。現
在の新疆ウイグル自治区のバヤンゴルモンゴル族自治州やホボグサイルモンゴル族自治県などに
分布するオイラドモンゴルのトルゴード人たちの先祖は，1630年に現在の新疆ウイグル自治区イ
リ地方からロシア領ヴォルガ河畔に移住した。1698年にその支族長は，ダライラマ6世訪問のた
め500人からなる使節団をチベットへ派遣したが，ジューンガル（現新疆ウイグル自治区）では支族間
の不和による紛争があったため，そこを通過できず，結果的に，使節のトルゴード人たちは清朝皇帝
に帰属した。彼らは嘉峪関に牧地を与えられた後，1731年に牧地をエズネーに移した6。それから今
日まで，エズネートルゴード人たちは，オアシスの豊富な植生を利用して「オアシス遊牧」を行っ
てきた（小長谷 2004）。1950年代に至るまでは農業が禁止されていたため，彼らは農耕を一切手がけ
ず，牧畜業のみを行ってきた。漢代から明代にかけて農耕開拓されたエズネーは，遊牧開拓地となっ
たのである。
中華民国の成立以降は，エズネートルゴードの豊かな牧草地も南から次第に圧迫されるようにな
った。人口過剰になった近隣の地域からの兵士や官吏の移民が殺到し，牧草地を奪ったのである。河
は枯れかける時もあり，沃土地帯は狭くなり，砂漠化の兆しが見えはじめる（ハズルンド71942）。そ
の上，モンゴル革命後，革命政府の宗教弾圧，粛清などの被害から逃れる「外蒙難民」，つまりハル
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6 トルゴード人は，ヴォルガ河畔への移住から約140年後1771年に故郷のイリ地方に帰還している。
7 スウェンヘディンに招かれ中央アジア探検隊に加わり，1920年代のエズネーの状況を書き記している。
ハモンゴル人が旗内に流れ込んだ。しかも革命の国モンゴルはエズネートルゴード人の北上を拒
んだので，エズネーの人口は増加する他なかった。漢人の移住は別とし，1930年代半ばにはエズネ
ーはもはやトルゴードモンゴル人だけの移住地ではなくなっていた。同年，旗民は137世帯，660
人であったが，そのうち「外蒙難民」は80世帯，380人であった。こうして，外モンゴルから移住
したハルハモンゴル人たちは，1950年には200世帯，680人に上った（フフバートル 2007b）。この
ころ，旗全体の人口は，統計（児玉 2007p.169図2）を見ると，1930年のおよそ3.5倍，2,300人に
なっている。
さらに，中華人民共和国建国以降，エズネーの人口は増加の一途をたどり，図2で明らかなように，
漢人が激増していく。漢人が特に著しく流入したのは，1958年の大躍進，1960年の大飢饉，1967年
の「文革」の3つの時期であり，毎年ほぼ恒常的に増加している（図2）。2004年には総人口が1.7万
人となり，50年で7倍に増加した。そのうちモンゴル人の増加率が2.5倍であるのに対し，漢人の
増加率は45倍に上がっている。モンゴル人対漢人の割合も，9：1から3：7に変化している。人口
増加の主な原因は，農耕開拓の解禁であった。1958年の大躍進の人民公社設立に先駆け，1956年に
エズネー旗で河川水利用の食糧生産用灌漑農業が開始された。漢人の流入と共にオアシスが開墾され，
農地になった土地には家畜を入れないよう囲いが造られた。
図3（児玉 2007p.173）は，エズネーにおける耕地面積を示しており，56年から徐々に耕地面積が
広がりを見せているのがわかる。また，1958年，エズネーモンゴル人たちは大きな社会的変容を
体験している。現在「10号」と呼ばれる人民解放軍駐屯軍事基地の開発によって，多くの牧畜民が
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図2 エズネー旗における総人口と民族別人口の移動（1950～2004）
図3 エズネー旗における耕地面積の推移（1950～2003）
豊かな牧草地を追われて北へ強制移住させられたのである。「騎馬民族と農耕民の攻防の舞台」であ
ったエズネーの性格は，近現代になっても変わっていなかった。そのことが，多くの牧畜民の生活を
圧迫した。このことは人口推移には反映されないものの，図4（児玉 2007p.175）の家畜頭数推移を見
ると1959年に急減しているのがわかる。この年，移住先の新しい環境に慣れず，多くの家畜が死んだ。
大躍進の失敗により大飢饉が発生すると，今度は甘粛省などから極貧に陥った漢人たちが大量に流
れ込む。1960年の不自然な人口増はこのためである。さらに文化大革命（1966～1976年）の時期には
農業推進政策が実施され，農地開発は益々勢いを増していった。1955年にはほぼ0だった耕地面積
は，オアシスに茂る植生と引き換えに，1970年代には3,500ヘクタールにまで発達した。
1980年代，文化大革命が終息し，人民公社が解体して生産請負制が始まると，エズネーでは1983
年「草畜双承包」（家畜と土地の分配）が導入される。土地は，ゴビ以外の共有地を残さずに全ての世
帯に分配された。農業推進政策が見直されて林牧推進政策が実施され，耕地面積は減少してきた。
1987年に農牧推進政策に転換すると，2002年には耕地面積はピーク時の約半数を前後し，約半数の
農地が放棄された。これらの土地は牧畜民にも分配されて，モンゴル語でタグと呼ばれ，現在は放牧
地や耕作地として利用されている。
1990年代になると経済作物である綿花やハミウリなどの栽培が盛んになるが，耕地自体は減少し
ていた。これが一気に転換するのが2002年であり，経済作物栽培の増加がそれを示している。経済
作物栽培の増加は，2002年に始まる生態移民政策によって説明できるものである。
23.水資源と牧畜経営史
14世紀にハラホトは廃墟になり，砂に埋もれた水資源が枯渇した。それからおよそ600年が過ぎ
た現代，同じく水資源が枯渇し，砂漠化が進行している。エズネーは，前年の河川流量が遊牧民の家
畜数に大きく関わり，牧畜経営と家計を左右してきた。そして，この半世紀に限って言えば，黒河河
川流量には人為的，社会的要因が必ず関わってきた。
半世紀より以前，人民公社設立以前には，「夏にゴビ，冬にゴル」（小長谷 2004）という移動の原則
があった。冬と秋は沙棗の多い川筋に住み，春の出産の時期を終えて夏になると風通しの良いゴビに
出る。ゴビでは雨を追うように遊牧を行い，ゴビで水が足りない場合は川へ行ってラクダで運んでい
た。このころ，オアシスは水資源と植生に恵まれ，牧畜経営もその恩恵を受けていた。
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図4 エズネー旗における主要な家畜頭数の年推移（1950～2003）
エズネーでは1958年人民公社時代より2年早く，ゴルで農地開拓がさかんに行われはじめた。漢
人の流入と農地の拡大によって，エズネーの人びとはオアシスを追われ，牧地をアオシスの外に求め
た。さらに，農作物の収穫が終わるまでオアシス外のゴビで家畜を放牧することが強制されたため，
「夏にゴビ，冬にゴル」という季節移動パターンは強化された。このころ，湖岸や川岸，ゴビの植物
は大量に伐採され，資材や燃料として消費された（小長谷 2004）。また，1950年ころから，ダムの建
設が始まり，中流域で大規模な灌漑が行われるようになった。その上，1979年には，エズネー旗の
行政区画が甘粛省から内モンゴル自治区に変更され，黒河中流域を管轄する甘粛省は，管轄外となっ
た下流域に河川水を流さなくなった。河川水を利用した中流域の灌漑によって，下流域エズネー旗の
河川流水量は著しく減少し，その影響で，ガショーンノール湖は1961年に干上がり，湖底を2メー
トル掘っても地下水が出ないようになった（児玉 2004）。
1983年，生産請負制の導入により草地と家畜が配分されて私有化されると，自由な遊牧は不可能
となり，「定着化」が進むようになった。広大な牧地を利用するウマとラクダは減少し，ヤギが主要
な家畜として90年代まで増加していった。耕地開発と人口増加，家畜の定住化によって，エズネー
河周辺の胡楊もしだいに枯れ，1992年にソブノール8湖も完全に干上がった。ムレン河跡付近では砂
漠化が進行し，その面積を拡大させている。さらに2001年に，下流域のエズネー旗で「生態移民」
政策が開始され，大半の牧民がオアシス域外，つまりゴビに放逐されるか，もしくは農耕地に定住し
て飼料作物で家畜を飼養する「定住牧畜」を行うかを迫られている（児玉 2007）。
3.エズネーの「生態移民」政策実施状況
31.「生態移民」政策と「退牧還草還林」政策
「生態移民」政策は，胡楊林内から牧畜民と家畜を移住させ，移住後の胡楊林に柵を設置して林内
を禁牧にするという政策である。それにより胡楊林の保全を図ることを目的としている。エズネー旗
の「生態移民」政策の対象人口はおよそ1,500人であり，エズネー旗総人口の1割以上に上る。移住
先は，人民政府所在地郊外および各村に建設された移民新村（通称「移民村」），もしくは，マーゾン
シャン（馬髭山）地域である。人民政府所在地から300キロメートル以上離れた辺境であるマーゾン
シャン地域に移住した家族は8戸のみで，ほとんどが移民村に移住することになっている。
児玉香菜子氏は，「中国内蒙古自治区アラシャン盟エチナ旗における自然資源の利用」（オアシス研
究会報41p.872004）の中で，牧畜局関係者による「エズネーの生態移民政策」の定義を以下のよう
に記述している。
胡楊林に暮らす牧畜民を対象にして，ダライフブ鎮人民政府所在地郊外の一角に設けられた通称「移民村」
に移住させる政策である。無償で畜舎付き固定家屋と農耕地が支給される。農耕地で牧草栽培をおこない，
その飼料で完全畜舎飼をおこなって生計を立てていく。元来の牧地は柵で囲い禁牧地にし，（胡楊を）保護す
る。この移住は，住民の自由な意志に基づくものである。マーゾンシャンソムへの移住に限っては家屋分
配先を「移民村」か，マーゾンシャンソムの自分の居住地か選択できる。
当初の計画では2001年から3年間のうちに，当該地域の住民の移住は完了することになっていた。
しかしエズネー旗の行政担当者によると，完了は2004年まで延長されていた。エズネー旗で行われ
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8 現地では実際ソグノールと呼ばれることが多いようだが，ここでは出版物などで公式に使われているsubana・ur
（蘇泊爾）に統一する。
た生態移民政策の具体的な実施状況や件数について，児玉香菜子氏は次のようにまとめている（『中
国の環境政策生態移民』pp.6061）。
エズネー旗の行政担当者によれば，生態移民政策実施家族数は508戸で，そのうち，エズネー旗の人民政
府所在地郊外にある移民村に転出する家族は395戸で，各村の中心にある移民村に転出する家族は94戸で
ある。馬髭山地域に転出する家族は19戸である。
2004年までに生態移民政策家族の割り当ては終わったものの，2004年12月現在，移民村における固定家
屋91戸の建設が終わっていなかった。また，2003年以降，馬髭山地域への移住者はいない。
2004年冬までの移民村への移住家族数は398戸あるはずである。しかし，2003，2004年ともに移民村は
閑散としたものだった。生態移民政策を拒む家族，躊躇する家族が多いからである。
エズネー旗の行政担当者はこうした状況を十分把握しており，移民村に住んでいるのは学校に通う子ども
と，その世話をする祖父母だけである。
そもそも，下流域での「生態移民」はおおいに矛盾をはらんでいた。なぜなら河川沿いの胡楊が枯
れ，また湖が消失して，その結果，巻き上がる砂塵が北京を襲う原因は明らかに，当該地域の住民の
活動よりもむしろ，河川に水が流れてこなくなったことそのものにあると思われるからである（小長
谷 2004）。それにも拘わらず，さらに2004年，エズネー旗では「生態移民」政策と関連付けて，「退
牧還草還林」政策が開始されている。「退牧還草還林」政策は，灌漑に基礎を置く第二の生態移
民政策である。主にザグ9およびその周辺の植生保護を目的に，牧地を鉄柵で囲い，禁牧にする政策
である。対象面積は7.3ヘクタールで，対象家族数は220戸である。そのうち60戸が移民村に移住
し，飼料用の灌漑栽培地が一戸あたり2～3.3ヘクタール分配される。政策実施対象地域はラクダを
放牧するゴビとなっている。
32.補助金
それぞれの政策を実施するにあたって，補助金が支払われている。明確な補助金の金額や制度につ
いて，行政担当には確認することができなかったが，もと幹部への聞き取りによって明らかになった
制度について紹介する。
聞き取り調査によって明らかになった補助金の種類は4種類で，①公益林費，②退牧還草費，③草
原管理費，④養老金である。詳細は次の通りである。
①公益林費は，22～56歳のすべての牧民に与えられる。牧畜民男性によれば，2005年の支給額は
年間6,238元であった。この中から「護林費」がひかれる。「護林費」は保林のための税金のよ
うである。各ガチャーの中に一人「護林員」と呼ばれる人が選ばれ，保林の管理などをする責任
を負う。護林員が「護林費」として年間1,000元をもらえるという話が知られているが，実際は
まだもらっていない人もいるという状況である。
②退牧還草費は，移民村に入って暮らす22～56歳の牧畜民に与えられる。①の例と同一牧畜民男
性のばあいは年間，2005年は750元，2006年は1,830元，2007年は4,620元もらった。実際は
もっと多いが，養老金の積み立てとして引かれている。
③草原管理費は，70歳以上の牧畜民が牧草地を行政に返還したことで支払われる。草原管理費を
受け取っていると養老金は支払われない。
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9 ザグはモンゴル語で，アカザ科低木または小高木を指す。学名はHaloxylonammodendronである。
④養老金は，年金に当たる補助金である。2006年は月に800元，2007年は750元ほどであった。
この政策による具体的な影響や実態については，次章で詳しく紹介していきたい。
第三章 生態移民政策の実態と生活文化の変容
1.調査概要
11.調査方法
調査対象は主に，現地で案内人を請け負ってくださったナレンチメグさんという女性の知合いを紹
介していただいた。ナレンチメグさんはダライフブより北のソブノールソムの出身だったので，調
査対象も北の牧畜民が多くなった。なお，今回の調査ではマーゾンシャン地域の移民は対象外とする。
2005年からはマーゾンシャン地域への移住は制限されていること，数日の調査日程ではダライフブ
からジープで約4時間半を要するマーゾンシャン地域まで網羅できなかったことが理由である。放牧
地も，本拠地としたダライフブから遠隔地にある場所へは調査は実際不可能であった。
現地での聞き取り作業は基本的に，指導教員フフバートルの現場通訳を介して行われた。それを帰
国後分析し，不明確な部分はビデオやICレコーダー等の記録を繰り返し確認し，国際電話で再確認
することもした。
三度にわたるエズネー旗での調査では，合計15回，11世帯で聞き取り調査を行い，その内訳はモ
ンゴル人牧畜民と「移民」10世帯と漢人農耕民1世帯であった。
12.聞き取り調査実施の経緯と第一次，第二次調査概要
わたしたちは2006年3月（第一次），2006年9月（第二次），2007年9月（第三次）に事例地エズネ
ーに赴き，聞き取り調査を行った。調査地に赴くことを可能にしたのは，所属ゼミの指導教員フフバ
ートルが上述「オアシスプロジェクト」（人間文化研究機構総合地球環境学研究所の研究プロジェクト）
のメンバーであったため，現地調査に同行させてもらったからであった。筆者はかねてからモンゴル
文化と現在の生活文化の変容に関心があり，2005年にシャルムレン草原でゲルに寝泊りしながらウ
マで120キロメートルを移動するという旅行を体験していた。シャルムレン草原は，エズネーと同じ
く内モンゴル自治区にあるが，自然豊かな草原で，生態環境がエズネーとは大きく異なり，典型的な
草原遊牧が行われているところであったので，なおさら「オアシス遊牧」という聞きなれない遊牧を
営むモンゴル人の生活文化に興味を引かれた。また，2005年から放送されたNHKの「新シルク
ロード」シリーズで取り上げられた「ハラホト」遺跡への歴史的興味が強く，問題視されはじめた黄
砂の発生地であることにも強い関心を持っていた。
第一次調査は，フフホト市にある内モンゴル自治区の大学や博物館，チベット仏教寺院，寧夏回族
自治区の西夏の遺跡，などを多数訪れ，生態移民政策よりも地域の歴史，特に西夏時代の歴史文化研
究の一環として聞き取り調査に臨んだ。しかし，第一次調査で目にしたエズネーという土地は想像を
絶する環境にあり，また，生態移民も想像を絶する規模と性急さで推し進められ，まさに歴史の流れ
のターニングポイントに立っていた。聞き取り調査で語られる彼らの生活は，過去の植生豊かなオア
シス遊牧の状況とは裏腹になった，水資源の枯渇を嘆く声が圧倒的に多かった。しかし，2006年3
月には，水不足とされていたエズネー河には豊かな水が流れていた。そのため，ダライフブ鎮から河
を隔てて東にあるハラホト遺跡を訪れることはできなかった。現地の人が二日前にこの道を通ってハ
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ラホトに行ってきたと案内してくれたにもかかわらずだ。雨も降っていない地にとってのこの不自然
な水量増加は，いうまでもなく，上流に住む人々の意志や都合と関係があった。つまり，3月は上流
では農地灌漑のシーズンではなかったのだ。
第一次調査の概要は以下の通りである。
第二次調査は，エズネー旗での本調査を目指し，実際に生態移民政策のもと移民村に移住した牧畜
民だけでなく，漢人世帯に対しても調査を行った。また，小中学校やモンゴル医学による治療を行
う中蒙医院を訪ね，現地の状況を幅広く把握するよう努めた。エズネーに入ってから二日目の9月
14日にまずハラホトに赴き，近くのラクダ飼い（下記ソミヤーさん）の家を訪れた。9月の河に水は
一滴もなく，3月に渡れなかった川は底が乾燥してひび割れていた。エズネーへの行き帰りの途中に
は，弱い黄砂が発生した。砂が霧のように視界を悪くする。この砂が北京や，日本にまで到達するの
である。
第二次調査の概要は以下の通りである。
13.調査の道程
3度の調査は，内モンゴル自治区フフホト市から，または北京から直接現地に赴いている。いずれ
も寧夏回族自治区銀川市に列車か飛行機で入り，銀川で手配されたモンゴル人運転手と落ち合う。銀
川市から北西へ3時間ほど省道を走ると，アラシャン左旗バヤンホト鎮に着く。この間に西夏時代の
王墓（西夏王陵）や寧夏と内モンゴルの境界になっている万里の長城を見る事ができる。バヤンホト
鎮までの景観は，礫砂漠と草原に近い礫地が交互に現れたり，地表がむき出しに見える小高い丘に岩
と石が道路脇に積まれていたりする。バヤンホト鎮に入ると人が多く賑わっており，スーパーや飲食
店，洋服店などが雑多に並んでいる。バヤンホトでたいてい，宿泊するか，昼食を取るかして長めの
休憩を挟み，水や食料，牧畜民の家への手土産などの買出しを済ませて発つ。東南から西南へ弧を描
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第一次調査概要
日 時 調査地 調査対象者
2006年3月19日 ソブノールソム 遊牧民の女性（30代）
2006年3月19日 ソブノールソム イベートガチャー セレグレン（42歳，女性）
2006年3月19日 ダライフブ鎮移民村 移民村の女性（40代後半）
2006年3月20日 ソブノールソム ラクダ飼いの女性（50代前半）
第二次調査概要
日 時 調査地 調査対象者
2006年9月14日 ダライフブ鎮 ジャルガラントガチャー ソミヤー（66歳，女性）
2006年9月15日 ダライフブ鎮移民村 イシドルジ（78歳，男性）
2006年9月15日 ダライフブ鎮 ウスルングイガチャー シネトヤー（51歳，女性）
2006年9月15日 ソブノールソム イベートガチャー セレグレン（42歳，女性）
2006年9月15日 ダライフブ鎮 ウスルングイガチャー 郭軍玉さんの妻10（55歳）
10 郭軍玉さんが用事で出かけ，奥さんが調査に応じてくれた関係で，奥さんの名前を聞きそびれている。
くバヤンホトからエズネーへの国防道を8時間，バタインジャラン砂漠を回するような形でゴビ地
帯を走り続ける。モンゴル人運転手はたいていエズネーかバヤンホト，もしくはゴビ地帯の牧地の出
身者なので，車道を走る間に聞き取れる情報も貴重である。第一次調査の運転手はゴビ地帯の出身で，
エズネーからバヤンホトまでの地形に詳しかった。
ゴビとはモンゴル語でまばらな植生が見られる礫砂漠を指し，ゴビ地帯は地元のモンゴル人の間で
さらに4種類に呼び分けられている。すなわち，バラルガザル，ホーロイ，シリ，ゴビである。バヤ
ンホトを出てしばらく見られる草の茂る地帯が「バラルガザル」（原始の土地）。草の植生の多い地帯
を抜けると，砂や岩，石で形成されたなだらかな低い丘が続き，谷部が回廊のように見えるが，その
地帯が「ホーロイ」（回廊）。風の通り道を意味する「回廊」であるようだ。ホーロイはゴビ地帯では
植生が多いほうで，放牧もよく見られた。その先の砂と岩で形成された細長く小高い丘が続き，ぼう
ぼうと草がまばらに見られるのが「シリ」（小高い丘）である（詳しくは，フフバートル「季節色のないゴ
ビ」11を参照されたい）。そしてその先が「ゴビ」だが，このゴビが何を例えたものなのかは現地のモ
ンゴル人も知らない。ゴビという単語はゴビしか指さない（聞き取り調査 2006.3）。ゴビには，たま
に現れるぽつぽつとした局部的な草の集まり以外は何も見られず，濃い色の砂と石が地面を黒く見せ
ている。そのうち，砂沙漠がちらほら見られるようになり，ほどなく砂のみの地帯にさしかかり，し
ばらくすると，砂漠の中にたった一本だけ立つ木が出現したり，車道から離れたところに小さな林が
見られたり，奇妙な景観になる。砂沙漠の中，突然背丈の高い草や木が現れると，オアシスが近い。
ひとたびそういった木が見られると，あっという間に胡楊の森林に引き込まれて，数十分前とは別世
界に来たかのような感覚である。1926年にエズネーを訪れた探険家スウェンヘディンも，この景
観の移りかわりを目の当たりにして，この地を「この世の天国」と書き記したに違いない。エズネー
に入るとまもなく，紅柳が道路の左右に群生する地域がある。エズネー出身の運転手によれば，この
一帯は1970年代以前には湖の一部であった。1970年代に湖が枯渇してからはなにもなくなり，10年
ほど経った1980年代に突然，紅柳をはじめとする植物が生えはじめたという。
オアシスに入ると，やがて50メートル幅ほどの川の橋を渡る。それが東河のエズネー河であり，
それを境にエズネーの人民政府所在地ダライフブ鎮の街に入る。ダライフブは夜でも人通りが多く，
辺境の地とは思えないほど賑わいがある。道路を走る車のナンバーをよく見ていると，たまにキリル
文字のプレートがあり，モンゴル国との国境の街らしい面を見せている。
14.2006年から2007年の変化
2006年9月から2007年9月にかけて，エズネーへの道程の中だけでもいくつかの変化が見られた。
ゴビでは，2006年よりも2007年の方が植生は多かった。代わりに，道路沿いに見た限りでは家畜の
数が少なくなっており，そのためか2007年にみかけたゴビのラクダは，その栄養状態を示すフタコ
ブが2006年のそれよりも立派なものが多かった。生態移民政策の中で家畜が減り，その分牧草地の
植生が回復し，家畜が減った分生きている家畜が採る栄養が高くなっているという構図であろう。ま
た，自動車道を走る長距離トラックの姿が増えた。これは，モンゴル国から運ばれた石炭を都会に運
ぶためのトラックである。2006年3月の時点ですでに，運転手から石炭のトラックが増えたと聞い
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11 フフバートル「季節色のないゴビ」『アジア遊学』No.99（特集:地球環境を黒河に探る）勉誠出版 2007年。
ていたので，年々増加しているのだろう。トラックは石炭をできるだけ多く運ぼうとするため，荷は
重くなり，アスファルトは重量に耐えかねてところどころひびが入っている。
ダライフブの街は，古い建物が取り壊され，あるいは廃墟になり，一方建築中の建物が多く見られ
るようになった。一際高層の建物はほとんどが観光客用のホテルで，本格的に，このオアシスを観光
地にしようという流れがあることが窺える。心なしか人口も多くなったようである。街の郊外に建設
された移民村は，2006年の閑散とした雰囲気から07年には明らかに人口が増え，まだ空き家が目立
つものの，商店が増加し，経済の流動も生まれつつあるように見えた。ビリヤード台を道路に置き，
客に遊ばせることで収入を得るゲームセンターのような店が雑貨屋などよりも多く，目に付いた。ま
た，2006年にはハラホトへ赴く際，あってないような悪道を車に揺られながら走ったが，その道も
綺麗に舗装され，エズネーの歴史的観光地まで快適に行くことができた。インフラ建設が進んでいる。
2006年にはダライフブの北に位置するソブノール湖は訪れなかったが，2007年に訪れた時，その水
量の豊かさと美しい植生に驚かされた。この大きな湖は，2002年の時点では枯渇していた。地元の
案内人のモンゴル人によれば，毎年湖は広がっており，湖畔の葦も背が高くなっているということだ。
しかし，この美しい湖に水を入れるために，川沿いに住む牧民たちの使用できる水量が制限されてい
る。ただし，2006年の聞き取り調査によれば，川沿いの牧草地の状態は回復し，放牧している家の
家畜に良い影響を与えている。畔には「小小居延海連着中南海」［小さな居延海（ソブノール）は中南海
（中央政府の所在地にある人工湖）に連なる］とスローガンが大書された看板が立っていた。のどかに広
がるゴビでは異様にも感じられるこの中国語の赤い看板は，モンゴル国の眼先にあるこの湖が中国領
であることをアピールするためにしか，その存在の意味がないように思われた。
15.第三次調査
2007年9月の第三次調査では聞き取り調査を主な目的として，限られた日程の中でなるべく多く
の生態移民政策対象者に話を聞いた。銀川市からの移動に丸一日かかった12。わたしたちは9月2日
の夜にエズネーに入り，6日の朝にはエズネーを出発した。この実質滞在3日間の日程で，二度目の
ハラホト見学やモンゴル中学校校長へのインタビューを含め，できる限りの聞き取りを行った。その
結果，6軒の牧畜民家庭で話を聞くことができた。6軒のうち，3軒は第二次調査でも話を聞いた家
庭で，うち1軒は第一次調査でも訪れた家であり，前の年との違いを知ることができた。聞き取り調
査概要は以下の通りである。
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12 中国人は空路でエズネー旗領内にある，人工衛星発射地として知られる東風航天城に入ることができる。
第三次調査概要
Case 日 時 調査地 調査対象者
【case1】 9月4日午後 ダライフブ鎮 ジャルガラントガチャー ツァガーンフー（45歳，男性）
【case2】 9月4日午後 ソブノールソム イベートガチャー セレグレン（43歳，女性）
【case3】 9月5日午前 ダライフブ鎮 ウスルングイガチャー ズダー（55歳，男性）
【case4】 9月5日午前 ダライフブ鎮 ウスルングイガチャー ツェツェグ（66歳，女性）
【case5】 9月5日午後 ダライフブ鎮移民村 バートル（45歳，男性）
【case6】 9月5日午後 ダライフブ鎮移民村，ソブノールソム
バヤンボラグガチャー
バトツェンゲル（40歳，男性）
Case3，4のウスルングイガチャーは，ジャルガラントソムのソム所在地だったが，水質の悪
化によって農牧民の多くが移住し，ガチャー所在地の町は放棄されてダライフブ鎮に組み込まれた。
ウスルングイはダライフブ鎮から数キロメートル北へ行ったところにある。Case2のソブノール
ソムはダライフブの北に位置し，ウスルングイよりもソブノール湖により近い。Case5，6の移民村
の二人の男性は，2007年9月現在，主に移民村で暮らしながらも自分の牧草地で家畜を所有し，放
牧をしている。Case6のバトツェンゲルさんは，調査地の案内をしてくれたナレンチメグさんの弟
である。
Case1のジャルガラントガチャーはハラホトから数キロメートルの砂沙漠と礫沙漠の中間にあ
る砂漠化がもっとも進んだ場所である。周辺住民は数年前に移住しており，住民の減少とともに所属
のソムが廃止され，ダライフブ鎮に組み込まれた。Case5のバートルさんはムレン河の中流域のム
ンクトガチャーの出身である。
Case1，5以外はダライフブ鎮より北の出身者か住民で，湖に近い比較的植生の豊かな土地を持つ
牧畜民である。しかし，水と関係が深い場所に暮らしているゆえに生態移民政策の影響を大いに受け
ている。
2.聞き取り調査内容
ここでは，実際の現地調査の調査記録，資料として取材内容を報告する。「生態移民」政策と「退
牧還草還林」政策の影響が最も及びにくい地域から，すでに生態移民政策が完成しつつある地域ま
でを見ていく。記録方法としては，生態移民政策は対象者の年齢によって，また居住地域の自然環境，
社会環境によって実施状況も政策の影響自体も変わってくるものであるので，年齢，居住場所を明記
するよう心がけた。
取材から知り得た共通性とその考察については，次章で扱う。
case1放牧地に留まって従来どおりの放牧を行う牧畜民の例 9月4日午後
調査対象者:ツァガーンフーさん，男性，45歳
場所:ダライフブ鎮 ジャルガラントガチャー
家族構成:妻，母，娘（19歳），息子（17歳）
仕事:ラクダ飼い，旅行会社登録運転手
家畜数13:ラクダ150頭，ヤギ20頭弱
2007年9月4日は午前中に西夏王国の遺跡であるハラホト（黒水城）へ向かったが，三次調査の
運転手はエズネーに不案内なため，この時のジープの運転手をジャルガラントガチャーに住むツァ
ガーンフーさん（45歳）にお願いした。彼の家はハラホトからごく近くにあり，ハラホト見学後に彼
の家を訪問し，聞き取り調査を行った。ツァガーンフーさん（前記ソミヤーさんの息子）一家には2006
年9月14日にも聞き取り調査に協力していただいており，2度目の訪問となった。
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13 牧畜民は家畜数をはっきりと言うことをせず，家計に重要な影響を及ぼさない場合，細かい数字まで把握し
ていないこともあるようだ。よって，家畜数は対象者が把握しているおおまかな家畜数である。
ツァガーンフーさんはダライフブ鎮ジャルガラン
トガチャー（旧オラーンゲレルガチャー）に住み，
ラクダ150頭，ヤギ20頭弱を持つラクダ飼いであ
る。家族は妻と母親のソミヤーさん（67歳），娘（19
歳），息子（17歳）の5人である。2006年に訪れた
際には父親（当時80歳）は庭に建てたゲルで病床に
伏していたが，今年に入って亡くなったそうである。
昨年，娘がバヤンホトの高校3年生だったが，フフ
ホトの大学に進学し，息子がバヤンホトの高校14
2年生に進学していた。子供たちは二人ともそれぞ
れの街で寮生活をしている。
ツァガーンフー家（写真1）はハラホト遺跡から数キロメートルの砂漠の中のわずかに植生のある
土地に，固定家屋を建てて暮らしている。昔はもっと牧畜民の家があったが，移住した家庭が多く，
現在はハラホト遺跡の隣で植林をする元エズネー旗長の男性スフ氏所有の家が最も近所の民家である。
しかし彼もそこに定住しているわけではない。
現在は，ほとんど野生化したラクダに対し，や水を与える放牧方法を取っている。ヤギも若干持
っているが，ツァガーンフーさんと母ソミヤーさんの間で把握している数が違うことやほとんど収入
にならないという話から，家計との関わりが薄いことが推測できた。冬になると冬営地に移る。家屋
に住むのは妻と母とツァガーンフーさんの3人である。妻と母がラクダの世話をし，ツァガーンフー
さんは旅行会社の登録運転手として仕事がある時のみダライフブの街に出て仕事をし，仕事の合間や
帰りに必要があれば行政に割り当てられた移民村の家に寝泊りする。二人の子供は帰省すると放牧の
仕事を手伝う。
住居付近及び牧草地の景観は，砂漠の中の岩場に，背の低いザグの木や草がぽつぽつと生えている
せきった土地で，現地ではコルと呼ばれる，過去に湖があった場所である。
ソミヤーさんは，1920～30年代に北のモンゴル国からエズネーに来たハルハモンゴル人の家系
で，祖先はエズネーに来る前からラクダ飼いを生業にしていた。彼女は1940年代からこの土地の変
化を見続けてきた。二次調査では，ジャルガラントの自然環境について話してくれた。
ハラホトは昔，とても綺麗だった。この辺り一帯は湖で，ハラホトにも砂は無く，ラクダの背丈ほどの草
が生えていた。遺跡の城内にも草が生えていて，ラクダを放すと入って草を食べた。城の外にあるモスクは
ラクダが入ったので壊れた。ハラホトの西には湧き水があって，その水溜りはラクダの身体が半分浸かるほ
どの深さがあった。自然がこんなに変わってしまうとは驚くばかりだ。考えてもみなかった。
ハラホト遺跡は，写真2のように，ほとんど砂沙漠の中にある。城の南にコルがあり，若干の植生
が見られるだけである。「水」ということばが最も遠いようなこの場所に，60年ほど前には美しい池
と緑が見られたという。1979年にエズネー旗の行政区画が甘粛省から内モンゴル自治区に変更され
ると，甘粛省は中流域の水をエズネーに流さなくなり，水資源の減少によって自然環境は悪化し，そ
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14 エズネーには高等学校がないため，エズネーで中学校を卒業した子供はたいてい，アラシャン左旗のバヤン
ホト鎮の高等学校へ通う。エズネーには漢族とモンゴル族の学校が中学校まである。
写真1 ツァガーンフーさんの家
こから現在の姿に移り変わった。地下水も低くなり，ジ
ャルガラントは砂漠化を進行させた。それでも，本格的
に砂に侵食されはじめたのは最近のことだという。
さらに，三次調査では過去の生活についてより詳しく
語ってくれた。
重いものはラクダがいなければ運べなかったから，人
間にとってラクダは無くてはならない家畜だった。人々
は昔，ラクダとともに新疆から北京まで1年かけて移動
し，荷を運びながら庶民の必要な物資を売って歩いた。
60日間飲食せずに歩くことができる。これほど忍耐強い
動物はいない。この牧草地には最もふさわしい家畜だ。
わたしは，人民公社設立以前からラクダのキャラバンで生活していた。北京までの往復で2年をかけて移
動した。その間よく馬賊に襲われた。ラクダしか飼ったことがないのでウシの扱いもわからないし，近づく
のは怖い。1958年からは，人民公社の一員としてザクの木（石炭の代わりの燃料になる木）を売るため，ラク
ダで運搬していた。これを生産隊の収入とし，年末に分け合った。
80年代に責任制に移行して自分の収入から人民公社にお金を支払うようになった。そのころから自動車
が使われるようになってキャラバンの収入は減っていき，ラクダの毛を売ったりラクダを売ったりする今の
生活に変わった。それからはあらゆるものが自由になった。金も自由に使えるようになり，生活は向上した。
80年代以前は奨励金や罰金もあったが，責任制になって家畜が自分のものになり，ノルマや罰金もなくな
ったので人間は全体的に少し怠け者になった。以前は，ラクダは1歳ころから乳搾りなどで人間と付き合っ
ていたが，今は半分野生化している。人間になれていないため狂暴になったり，売るためにつかまえると驚
いて死んだりすることが出てきた。わたしが子供のころ，ラクダは今よりずっと多く飼われていて，この辺
りには1,700頭以上いた。今はせいぜい400か500頭くらいしかいないだろう。
二度目の調査で感じたソミヤーさんのラクダに対する思い入れの強さは，代々ラクダ飼いをしてい
たというだけでなく，80年代以前まで生活必需の動物であったことを伝えている。ラクダが移動
運搬手段としての価値を失ってから20年，ソミヤーさんは夫と息子のツァガーンフーさん，その嫁
とともにラクダの毛やラクダを売る生活を続けてきた。しかし，その同じころから悪化しはじめた自
然環境は，現在すっかりせてしまったこの土地での放牧生活を圧迫した。また，ラクダは広大な牧
地を必要とするため，責任制の導入によって進んだ定住化も一因となって，ラクダの放棄が相次いだ。
現在ではオアシス周辺地域で飼われるラクダは500頭がせいぜいだということである。
現在の水資源について，ツァガーンフーさんとソミヤーさんは次のように語ってくれた。
毎年水位が下がって，もうほとんど水が出ない。ラクダの水は井戸水を使っている。この井戸で，以前は
1度に100頭くらいに水を与えることができたが，今は1度に30頭ずつにしかやれない。水は，月に1，2
回与える。井戸はもともと手で掘ったものだが，今は機械で吸い上げている。3～5月までは水位が高く，7
月ころから下がっていく。今の時期（9月上旬）は，ラクダを交代させながら4～5時間かけて水を与えてい
る。これも，以前は2時間で与えることができていた。
80年代以降は明らかに地下水位が低下しているという。年間降水量の極めて低いエズネーでは，
氷河河川である黒河の河川水か地下水が水源であるが，川は枯れ，地下水位までが年々低下している。
当然，水資源が確保できなければ大量に水を飲むラクダを放牧していくことはできない。3月～5月
に水位が上がる原因は，黒河中流域の農耕地帯で水消費が少ない時期で，河の水が下流まで豊富に流
されるからである（聞き取り調査 2006.3.）。確かに，3月に訪れたエズネーではハラホトへの道が隔
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写真2 ハラホトの遺跡
てられるほど川に水量があった。
ここではラクダの放牧について，また，放牧による収入についても聞くことができた。
現在は150頭以上のラクダがいる。ラクダは，エズネーでは30～40頭くらい飼っても収入にはならず，
一家の負担になるだけだ。今年は去年よりもラクダが20頭ほど増えたが，10頭ほど売った。あまり増やし
ても牧草地がない。ラクダを売る時は，エズネーに製品工場をもっている肉回収業社に売る。1頭につき
2,000～3,000元で売れる。大きければ3,000元になる。今年は去年よりも肉の値段が上がって，まあまあ良
い値段で売れている。
ラクダの毛は5月に刈る。昔は1頭につき8斤（4kg）ほど刈れていたが，現在は草がない分減って，1
頭につき3kgほどである。草がよければ，もっと体も大きくなり，毛もよく生える。ラクダの毛は，今年
は1kgにつき30元で売れた。去年よりは良い値段で，去年は1kgにつき25元だった。値段は何故変化す
るのかはよくわからないが，市場の値段が変わっている。ヤギのカシミヤは，一番良いヤギで0.7斤がとれ
たが，ほとんど収入にはならない。カシミヤも1kgにつき200元になったり300元になったりと変化する。
ラクダの数は去年とほぼ変わっていなかった。他の調査ではヤギを去年より100頭減らした家庭も
あったので，生態移民政策の影響が比較的低いようである。
単純に計算すれば，ツァガーンフー一家は今年，ラクダの毛だけで年間13,500元の収入を得てい
る。さらに，食肉用に10頭売っているのでその収入として年間約25,000元を得ており，この合計は
38,500元。エズネーの平均的な年間生活費を一人4,000元とすれば，ツァガーンフー一家は5人家族
であるので，放牧だけで充分な額の収入を得ていると言える。しかし，娘と息子が大学生と高校生で
あるため，教育費がかさんでいる。特に娘はこの春フフホトの大学に進学しており，バヤンホトの高
校に通う息子とは比べられないほど交通費もかかっている。二人とも寮生活をしており，全て含める
と一年で3万元が必要になる。現在高校2年生の息子が一年数ヶ月後に大学に進学すれば，入学金を
含めなくてもさらに2万元がかかるという。そうまでして子供たちを学校に通わせる父と祖母は次の
ような思いを持っている。
金は相当かかるが，街に行かせたほうが勉強もするので，エズネーにいるよりは良い。都市では発展した
ものを見て，色々な知識を身につける。子供は将来何をしたいかわからないが，自分で見て考え，何になる
か自分で決めればいい。ここにいるだけでは何もわからないし，何も決められない。
ツァガーンフーさんも，ラクダ飼いという生業に誇りを持つソミヤーさんさえ，子供，孫に対して
放牧の仕事を継いで欲しいという気持ちはないようである。エズネーでは現在，放牧の仕事がそれだ
け不安定な生業となっているということであろう。
二人に，このままでもラクダの放牧を続けられるかどうか訪ねると，ツァガーンフーさんは「大丈
夫だろう」と答えたが，ソミヤーさんは次のように答えた。
今後，政府に畜舎飼育しろといわれたら無理だ。牧草地をくれればやっていけるだろうが，逆に罰金を取
られたりしたらやっていけない。
ここは木が多くないため，「退牧還草（林）」政策の影響が強くないが，移民村に家も与えられてい
るツァガーンフー一家は，生態移民対象家庭であることに変わりはない。その対象である以上，畜舎
飼育をさせられて家畜の数が制限されれば，家畜で生計を立てるのは不可能になる。そうなればこの
放牧地にいる理由もないので，一家で移民村に移住するほかなくなるであろう。それこそが「生態移
民政策」の最終的な目的である。行政は，強制的に移住させたり，家畜を没収したりするようなこと
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はしていないが，「囲いの中で飼わせる」という手段で，実際には家畜の数を減らすよう政策を進め
ている（聞き取り調査 2007）。これは，長期的に移民政策を進めているものと考えられる。
すでに現在，牧畜業だけで生活はできても学費が払えないので，ツァガーンフーさんがジープの運
転手を副業として，家計を支えている。彼は，ダライフブ鎮にある旅行会社に運転手として登録され，
いい年には2～3万元の収入を得るが，全く安定したものではないので，客がいなければ何も得られ
ない。
ツァガーンフーさんは放牧以上に不安定な副業については多くを期待せず，あくまで副業と考えて
いる様子だった。しかしこの副業のお陰で生活に余裕があるようになった。その上，牧畜民を支給対
象とした公益林費や，56歳以上の牧畜民に支払われる養老費（年金）ももらっているので，いまのと
ころ収入は支出よりも明らかに高い。養老金は月に700元～800元もらうことができ，ソミヤーさん
の生活費を保証している。彼女は月に200元でもありがたいと話し，この支給金に満足している様子
だった。しかし森林保護費についてはツァガーンフーさんが「いつまでもらえるか分からない」と話
し，あまり当てにはしていない。
問題はその本業副業の両方ともが不安定な収入であり，自然環境の如何によって，本業の放牧は今
後衰退していく可能性も充分にあるということである。現在，生態移民政策で放牧を中止した地域で
は植生の回復が見られる。しかし，地下水位は依然下がっており，何人かの研究者はさらなる環境の
悪化，水質の悪化の可能性を指摘している。その原因は生態移民政策の農地開墾によるオアシスの破
壊である。牧草地よりも農地の方が水資源を浪費する。その結果，更に地下水位は下がり，全体的な
自然環境も悪化するというのである（児玉 2007）。
どうすれば生活が良くなると思うか，という質問にツァガーンフーさんは，「いつまで放牧ができ
るか保障はないが，粘ってやっているしかない」と答えてくれた。「どうすることもできないが，今
の自分たちには放牧が最も適した仕事であり，他の仕事を始める力がない」という。「粘ってやって
いるしかない」ということばは，他の牧畜民家庭でも何度も聞いたことばで，牧畜民たちは植生の回
復を望みながら，やんわりと移住することを拒否している。生態移民政策については，次のように話
している。
公益林費は1人年間およそ4,000元，子供と年寄りは含まず，家族で年間約8,000元もらっている。本来，
公益林費は年間約6,000元だが，健康保険と養老金積み立てという形で一人約年間2,000元引かれて払われ
ている。護林員の証明書ももらっている（写真3）。移民村にも無償で部屋をもらった。なるべく放牧させな
いようにとの政策なので，家賃などは払わせない。耕地ももらい，一人10畝15持っているが，誰ももらっ
てくれないような土地（塩化地）で持っていても意味がないので放っている。貸そうとしても誰も借りたが
らない。行政からは「土地を与えたのに何故まだ放牧しているのか」と言われるが，生活できるわけがない。
行政は土地だけ公平に割り当てても，作物ができるかそうでないかは調査に来ない。放牧をしている分には
金はかからないが，もらった土地で生計を立てられるまでになるには，多くの投資資金が必要になる。耕
地にするのはそんなに簡単ではない。エズネーでハミウリを作りはじめた遊牧民は，金は投資しても，今年
は元が取れていない。綿花は，ウリなどよりは簡単にできるが雨が降ったら全てダメになる上，人を多く雇
わなければならず，労働力人件費もかかるので結局収入が少ない。
2002年に生態移民政策が始まってから，実際に多くの牧畜民が移民村に移住しており，その移住
の成否について移民対象者の牧畜民たちは関心をもって情報を集めている。農耕に携わった経験のな
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15 1畝＝0.67ヘクタール
いツァガーンフー一家も，エズネーでさかんに作られている経済作物について詳しかった。
生態移民の対象者には，ダライフブ郊外に庭付きのレンガ造りの家が支給される。さらに耕地を持
っていない者には，畜舎飼育の飼料栽培地として耕地を支給している。エズネーの土地は場所によっ
て塩化している土地が少なくない。塩化地は，耕地として利用するために大量の水で一度全体を洗い
流したり，化学肥料を与えたりしなければならず，先行投資金が相当かかるという（児玉 2004）。
2006年にハミウリを作っていた牧畜民女性は，「少しお金に余裕のあるモンゴル人は農業をしている」
と話していた。農耕に必要な維持費や労働力も相当なもので，家族の労働力が他の仕事に充てられて
いるツァガーンフー一家にとって農業は適切な選択とはいえない。
ツァガーンフー家は，生態移民政策の恩恵は受けていても，まだ家畜を減らすことや囲いを作れと
強要されてはいない。それは，彼らの暮らすジャルガラントガチャーがほとんど保護対象の樹木の
ない土地だからである。家畜を減らさなければならないということさえなければ，公益林費などが受
け取れる上に街に家まで支給され，利用できる。彼らが被害を受けているのは直接的に自然環境から
であって，水資源を確保できるかどうかが，今後の彼らの生活を左右する鍵である。
では，生態移民政策の影響をより大きく受けている河川沿い及び黒河最下流の地域の現状はどのよ
うなものであろうか。
case2放牧地に留まって観光業を営む牧畜民の例 9月4日午後
調査対象者:セレグレンさん，女性，43歳
場所:ソブノールソム イベートガチャー
家族構成:母，夫ウルズィーさん（47歳），息子（22歳），息子（19歳）
仕事:遊牧，モンゴル料理店ゲル宿屋
家畜数:ヤギヒツジ200頭弱
セレグレンさん（43歳）は，ソブノールソムのイベートガチャーに一軒の固定家屋と4軒のモ
ンゴルゲルを建てて，モンゴル料理店や宿泊といった旅行業を営みながら遊牧をしている女性である。
ソブノール湖に由来するソブノールソムは，ダライフブから数キロメートル北にあり，セレグレン
家はソブノール湖に向かう道路沿いにある。2003年から復活しはじめた湖のすぐ南という黒河最下
流にあり，豊かな胡楊林を有する土地柄，生態移民政策の圧力もより強い地域であると考えられる。
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写真3 護林員証明書
セレグレンさんの家には，一次調査の2006年3月
19日，二次調査の2006年9月15日に次いで3度
訪れ，話を聞くことができた。家族は老齢の母と夫
のウルズィーさん（47歳），22歳と19歳の二人の
息子たちである。常にいっしょに暮らしているのは
母だけで，夫は放牧に出ているらしく，3度とも家
では姿を見かけなかった。また，母は養老金で生活
している。長男は軍事学校の3年生で，次男はこの
春従軍した。三次調査では従軍した軍事学校の息子
が家に帰っており，家の仕事を手伝っていた。現在，
息子たちの学費はかかっていないという。彼女は代々
エズネーでオアシス遊牧をしてきた家系で，自分がモンゴル人であることに誇りを持っており，庭で
はいつも手作りのヨーグルトやチーズといった伝統的な乳製品を作っている（写真4）。1992年から
2003年まで，夫がイベートで放牧しながらエズネーとモンゴル国との国境の通行口で料理店を営ん
でいたが，モンゴル国から中国へ石炭を運ぶようになってから通行口は汚くなり，観光客が来なくな
って経営できなくなった。2003～2004年は放牧のみを営み，過去の料理店経営の経験から，このモ
ンゴル料理店の準備を2005年に始めた。二次調査の2006年9月には，まだ正式に開店していなかっ
たが，すでに口コミでモンゴル人や漢人の客が来て料理を振舞っていると話していた。三次調査の
2007年9月4日には正式に開店しており，街の漢人やモンゴル人，モンゴル国や中国国内からエズ
ネーの胡楊林や湖を見に来た観光客も訪れている。
一次調査でセレグレンさんは，過去のエズネーについてこう語っている。
1970～80年代まではエズネーは現在よりもずっときれいな地域で，どんな家畜もたくさんいた。現在で
は，ラクダ飼いとヒツジ飼いは別々の職業のような状態になっているが，昔は五畜16（ラクダ，ウマ，ウシ，
ヒツジ，ヤギ）がすべてっている家がほとんどだった。水が豊富だったことで草や木の背は今の2，3倍高
く，草刈をしている時にラクダが葦の中に入ってしまうと見つけられないほどだった。
彼女の家でも五畜がっていたが，現在の家畜数はヒツジとヤギ合わせて200頭，ほとんどがヤギ
である。移動できる場所がなくなり，今年は移動せずに家畜を放牧した。家畜については以下のよう
に話している。
2000～2005年くらいには，300頭ほどの家畜がいた。2006年には250頭に減らして，今年は，ヤギとヒ
ツジで200頭ある。来年はまた50頭か，あるいは100頭ほど減らさなければならないかもしれない。ほと
んどがヤギで，ヒツジは少しである。ヒツジは料理店で出すので，場合によっては買わなければならない。
ヤギはカシミヤとして売る。カシミヤは1kgにつき240～260元で売れる。家畜は，今は湖に水が来ている
ので増やすことができる環境だが，制限されているので増やせない。畜舎飼育は40～50頭がせいぜいで，
全く意味がない。それで牧畜を続けるくらいなら，出稼ぎや他の商売を営む方が生活はいい。
現在はまだ，規定の場所で放牧しており，完全に畜舎飼育をしているわけではない。しかし，彼女
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16 エズネーでは「家畜」をブドゥーンマル（大型家畜＝ラクダ，ウマ，ウシ）とナリーンマル（小型家畜＝
ヤギ，ヒツジ）に分けるが，実際放牧しているのは，ラクダとヤギ，ヒツジなので，「マル」が小型家畜を
意味し，ラクダは普通そのモンゴル語名の通り，「テメー」と言う。
写真4 庭で作られる乳製品
の家の前にはヤギを入れている小さな囲いがあり，他にも放牧地の中に大小いくつかの囲いがある。
草を食べる時以外は，囲いの中に家畜を入れておかなければならない。160頭のヤギからは年間およ
そ12,800元17のカシミヤ収入を得る。2000～2005年にヤギが250頭だったとすると，その収入は年
間およそ8,000元ほど下回っている。同じころにはヒツジを売ることでも収入を得ていた。
柵建設などの臨時支出があるものの，自然の草や自分の土地の耕地で栽培した草で放牧していれば
支出はない。しかし移民村への移住を迫られると，庭と畜舎に制限があって家畜を多く入れられない
上，飼料代とその運搬代がかかるため，完全な赤字になってしまう。彼女の場合は観光業を始めたの
で移住を迫られることはないが，畜舎飼育を迫られれば家畜を減らさねばならず，家畜を減らせば当
然家計は圧迫される。強く推し進められる生態移民政策に対しては，こう語っている。
保林が厳しくなり，規定の場所時以外で放牧していると没収されてしまう。保林自体は良い事だ。草も生
えてきて，効果が出ている。イベートを移らないとしても，家畜がこれからどう減っていくかわからない。
この政策はどんどん変わっていて予測ができないから。なんにしても全面的に禁牧というのは間違っている。
少しでも放牧させてくれなければ生活できない。でも，強制的に家畜が減らされるというなら，みんな守っ
ていることなので従うほかない。私だけだがこんな目にあっているわけではない。
現時点では退木還草政策の効果は出ている。家畜を減らされはしたが必要な政策だったのだと，ど
の牧畜民家庭でも同じことを感じていた。彼らは休牧という形で土地を休ませてやれば，以前の緑豊
かなエズネーに戻るのではないかという希望を持っている。
セレグレンさんは行政の取り決めに適応しようと努力をしているが，行政からの要求が二転三転す
るので今後も政策の変更があると考えていた。家畜数は今後もっと減らすことになるだろうとは予想
していたが，その数までは全く予想がつかないと話した。多少家計が圧迫されても生態保護自体には
協力する。しかし完全に放牧を手放すことは考えられない様子であり，そうでありながらも放牧を手
放す覚悟もしはじめているという複雑な心境が見て取れた。公益林費も受け取っている。軍と学生，
高齢者には与えられないので，セレグレンさん夫婦の二人分でおよそ8,000元である。しかし，やは
りあまり当てにはしていない様子であった。減らした家畜の分，別の仕事をして家計を支えなければ
ならなかった。そこで，長期的に見て収入の高い料理店経営を始めた。
料理店だけでなく，2006年3月の一次調査で，セレグレンさんは「観光用のゲルなどを建てさせ
てくれれば多少の収入にもつながると思うが，まだ許可をもらえない状態」であると話していた。そ
れが同年5月に許可が下り，5月からゲルを建てて観光客用の宿泊施設にした。もともと観光業は生
態移民政策の中で，奨励されているサービス事業のひとつである。彼女は，「観光業を始める旗民は，
開業費用の3割を保証する」と聞いていた。同年9月の二次調査で訪れた時は，10万元以上かかっ
た資産3割はまだ支払われていなかったが，2007年8月20日過ぎに，観光施設開業の資金援助とし
て，経費の2割の約2万元を国からもらうことができたという。ただし，あとの1割は，今後もらえ
るかどうかはわからないと話した。開業に当たっては，旗の旅行局の決めた条件を満たしていること
が必要であった。
旅行局に認めてもらうには，ゲルが4軒あって，そのうちの一つが古く，伝統的な内装のゲルであること。
それから，資産が10万元以上であること。一つのゲルに2万元ほど使って，内装を整えるのにも2,000元
（48）
17 160×80元
かかった。1～2万元かけて幹線道路から家までの自動車道も作った。旅行業をやるのは一つのソムで3軒
くらいの予定だったが，この条件を満たせたのは2軒くらいだった。この近くでもゲルを建てて開業しよう
とした家があるが，条件を満たせずにあきらめた。
旅行業を営むことができるのは，ある程度投資力のある人でなければならないようである。彼女の
土地はソブノール湖へ向かう大通り沿いにあり，住民も観光客もアクセスしやすく，立地条件も良い。
現在の料理店経営については，以下のように話している。
今はまだ2年目だからもとがとれていないが，このままいけば3年目ならもとがとれるだろう。しかし家
畜が減ってしまったら店で出す肉が手に入らなくなる。材料は全て自分の家の家畜で補っており，肉を買っ
て経営するのでは商売にならない。今後の経営は行政の政策次第だ。
投資額を7～8万元と考えれば，彼女の店は年に25,000元前後の収益が見込まれていることになる。
家畜の数を変えないと仮定すると，カシミヤと料理店だけでも来年以降は35,000元近くの年収があ
る計算になる。しかしこの見込は，放牧を続けられることを前提としている。家畜が減ってカシミヤ
収入が減り，その上料理店の肉を買えば，投資額のもとを取るにはもっと長い歳月がかかるであろう
し，生活も余裕がなくなるだろう。
料理店や観光客向けの宿泊施設経営は，紅葉する美しい胡楊林やロケット発射基地，ハラホト遺跡
など観光資源の豊富なエズネーでは安定した高収入を得ることができる仕事である。その代わりに，
投資金と維持費がかかっており，誰にでもできる仕事ではない。ゲルとモンゴル料理による観光業の
開業に関しては，実質的に移住政策を防止し，遊牧文化に対して思い入れの強い彼女にとって，適し
た選択だったといえるだろう。
セレグレンさんはそのほかの収入源として土地を200畝持っており，そのうち耕地として使える
100畝を漢人に貸している。漢人はハミウリを栽培している。2004年前後まではハミウリがよく取れ
ていて買い取りも多く，ほとんどの土地を貸せていたが，2006年の寒波の被害を受けてもとが取れ
ず，今年は良い土地しか借りてくれなくなったそうである。100畝の土地も比較的安い値段18で借り
られているところをみると，貸せている土地もそれほど良い土地とは考えられない。1畝につき年間
100元で貸すことができるが，耕地にしたことで川から引く水に税金が課せられるようになっている。
ちょうど三次調査を実施していた9月4日前後から始まった税金で，セレグレンさんのようにすでに
支払っている人もいれば，まだ存在を知らない牧畜民もいた（聞き取り調査 2007.9）。税金は1畝20
元なので，100畝の土地は年間およそ8,000元の収入である。その農地も牧畜民は一人10畝以上持
ってはいけないというが広まっており，その正確性は疑わしいものの，生活の不安をますますっ
ている。その支出についてセレグレンさんは，「物価が非常に上がっているので，変化についていけ
ないくらいの支出だ。このままでは支出の方が多くなってしまう」と話していた。詳しい支出内容に
ついては語らなかったが，ここでも今後の生活に対する不安が見てとれた。これからどうしたら生活
が良くなっていくと思うのか，という質問には次のように答えてくれた。
良くなるかどうかは政策次第で，私にできることは何もない。私たちは遊牧民だから，家畜を頼りにして
いくしかなく，出稼ぎなどができる年齢でもないし，ここで遊牧をして頑張っているしかない。家畜がなく
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18 農地賃貸の値段は土地によってまちまちであるが，わたしたちの聞き取り調査によると，ダライフブ鎮に近
い土地では，1畝につき150元～200元が相場である。
なれば，生活が悪くなるのは絶対的で，明らかだ。
セレグレンさんの場合，持っている土地がよくないこと，料理店経営も自分の家畜に頼っているこ
とから，家畜数の変化が直接家計を変動させる。そして家畜数の変化は，今後の「生態移民政策」の
実施内容にのみかかっているという状況であり，生活不安が非常に強い例であると言えよう。
case3放牧を続けながら農地栽培を行っていた牧畜民の例 9月5日午前
調査対象者:ズダーさん，男性，55歳
場所:ダライフブ鎮 ウスルングイガチャー
家族構成:妻（52歳），父（84歳），長男（27歳），次男（23歳）
仕事:遊牧，旅行会社登録運転手
家畜数:ヤギ100頭ヒツジ20頭ラクダ4頭
ズダーさん（55歳）は，ずっとエズネーに住んできたモンゴル人である。数年前までラクダ飼いを
し，80～90キロメートル先まで移動して遊牧していたが，1998年から遊牧を止めてウスルングイに
定住した。彼の出身地でもあるウスルングイガチャーは，ダライフブ鎮の数キロメートル東のナリ
ーン河畔に位置し，数年前まではジャルガラントソムに属していた。ところが，ジャルガラント
ソムの水質が悪化し，ダライフブから水を運ばなければならなくなったことで移転する人が多くなり，
ソムの中心地の町も打ち捨てられて廃墟となった。現在，ウスルングイガチャーはダライフブ鎮に
組み込まれている。ズダー一家は，今，移民村に割り当てられた家の水道から水を運んできて飲み水
にしている。ズダーさんは4，5年前に40～50頭いたラクダを処分し，それからヒツジやヤギを増や
して，2004年ころまでは300～400頭の家畜を持っていた。しかし「退牧還草」政策によって毎年
100頭ずつ減らしていき，現在は全部で120頭になっている。家族は妻シネトヤーさん（52歳），父
（84歳），成人した息子が二人である。わたしたちは二次調査の2006年9月15日には，妻のシネトヤ
ーさんに聞き取り調査を行っている。シネトヤーさんはダライフブ鎮の牧畜局に務める幹部で，毎月
2,000元の給料19が支払われている。そのため，ズダー家は生活に余裕があり，精力的に放牧以外の
仕事も行っていることもあり，家の内装を見ても生活が良さそうであった。子供は成人し学生もいな
いので，公益林費も1戸で16,000元もらっている。彼は現在，自分の家の庭にあたる場所の一角を
ロープで囲い，ザグの木を植えている。
ズダーさんは，2006年まで放牧をしながら家族総出で経済作物の栽培を行っていた。しかし農業
がままならなくなり，今年から農地は賃貸に切り替えた。また，トラクターでの草刈の仕事や旅行社
の登録運転手などの副業をして収入を得ている。息子は，一人がヒツジの放牧をし，もう一人が農地
をやっていたが，今年は農業はやめたので，一人が家におり，時々運転手をしている。去年は車の運
転手で1万元稼いだので，良い収入になったと話しているが，今年はそれほど遠くまで行く仕事がな
かったため，数千元の収入の見込みだということだった。また，トラクターも持ち，他家の草刈をし
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19 幹部は，地方手当の制度があるので辺境に勤めるほど給料は高い。辺境は物価が高いという理由で支払われ
るものである。地方のランクがあって，数字が高いほど支給額も高い。エズネーは11類というランクで，
アラシャン左旗は6類にあたる。食事代はフフホトの倍額である。
て年間3,000元の収入を得ている。農地についての状況は，次の通りである。
タグ20の土地は，80年代に自分の土地として1980年代に一人につき10畝与えられた。今は30畝くらい
あり，牧地と飼料地として使っている。土地が分配されてから，自分たちでも牧草地を20～30畝くらい開
拓した。
エズネーのモンゴル人では，ほとんど私が最初にウリを作った。30畝くらい自分の畑があり，去年はウ
リをつくったが，寒波にやられて全く収入がなかった。畑にするために1万元くらい使って，ウリは8,000
元で売れ，2,000元の損だった。実際は人件費などがかかったので5,000～6,000元損している。03年に土地
を耕して使えるようにし，04年からウリを植えた。04年は土地が新しかったので多く取れたが，早く収穫
しすぎて買い取りの業者が来る前に4分の3が無駄になり，損をした。05年は平均的で損得がなく，06年
は損だった。来年もそうなるだろう。去年まで一生懸命したがだめで，今年は諦めて人に貸した。もう面倒
くさい。
2006年の二次調査でシネトヤーさんは，30畝程度の農地にウリと綿花を年によって植え替えると
話していた。2004年の児玉氏の報告21によれば，1998年に耕地を作って綿花栽培で2万元の収入を
得，01年にはハミウリを作って2万元の収入を得た。2002年に綿花栽培を行ったが，河川水不足で
全滅し，03年には18畝を綿花栽培にあてて2万元の収入が見込まれていたと報告している。つまり
ズダーさんの言う最初のウリ作りは01年ということになり，03年の綿花栽培の後，04～06年の3年
間，ウリを作ったことになる。これらのことを考えると，30畝の土地は交互に使い分けて土地を休
ませていると考えられる。
ハミウリや綿花は，多くの水を必要としないのでエズネーでは一般的な経済作物として多く作られ
ている。しかしこれらの栽培は，非常に多くの労働力を必要とする。シネトヤーさんの話では，人件
費は高いが，作物の収穫は一時期にまとめてやらなければ品質に問題があるため，どうしても人を雇
うことが必要だということであった。とにかく，今年からは完全に農地は賃貸にした。漢人に貸した
のは70畝で，農地栽培していただけあって土地が良いのか，比較的高額の1畝年間200元で貸すこ
とができる。年収にして14,000元である。ズダーさんは，農業は疲れたという様子で，ため息をつ
きながら話していた。また，ズダーさんも，農地回収のを耳にしていたが，正確なことはわからな
かった。また，ズダーさんは放牧でも様々な試みをすることで精力的に収入を増やそうとしてきた。
三次調査では，数年前に品種改良ヒツジを取り入れて失敗したという話を聞くことができた。
新疆から来た食肉用の小肥羊22というヒツジを70頭くらい持っていたが，昨年はそれを全て売った。
小肥羊は繁殖が早く，毎年2回，2～4頭子ヒツジを産むというので放牧したが，味が良くなく，モンゴル
人はおろか漢人の商人さえ買ってくれない。放牧もしにくく，扱いにくい。ツノで押してきたりする乱暴な
ヒツジで，危険である。数年前からそういうヒツジが飼われるようになった。小肥羊は，大きいもので200
元，子ヒツジは100元で売った。これはかなり安い値段だ。なかなか買ってもらえないので，成育したヒツ
ジ1頭，子ヒツジ2頭まとめて300元で売ったものもあった。飼料は与えただけ食べてしまう。常に食べて
いて余り太らない。現在は，05年に，ウスルングイガチャーで200頭ほど買って，1戸につき7～8頭に
分けたウジムチンホニ
23を放牧している。2年で20頭くらいになった。小肥羊よりは楽に飼える。
ウジムチンホニは現在，売るほどはないので，家庭の食用にしているという。また，放牧につい
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20 もと農地だった場所。牧草地と区別される。
21 児玉氏は，2003年8月この家に住み込みで聞き取り調査を行っている。
22 モンゴル語でツァガーンホニ（白いヒツジ）と呼んでいた。
23 ウジムチンは，シリーンゴル盟の支族名にちなんだ地域名で，ウジムンチンのヒツジは典型的なモンゴル
ヒツジと思われ，エズネーでもノトギーンホニ（地元のヒツジ）と呼ばれている。
ては次のように話してくれた。
ヤギ1頭からは0.5～0.6斤（250g～300g）のカシミヤが取れる。ヤギは小さい方で，カシミヤもたいした
量ではない。カシミヤは年間6,000～7,000元で売れる。ヤギが150～160頭いた時は1万元くらいの収入が
あった。飼料をいくらか買っているが，シリーンゴルやアラシャン左旗のように干草を多く買ってきたりは
しない。飼料代には年間1,000元以上使う。また，タグに草が生えるので草刈をして干草にすると冬の飼料
になる。逆に刈らなければ下から草が生えてこない。草刈の終わったタグに家畜を入れれば，刈り残した草
を食べる。
ズダーさんの放牧地はそれほど大きくないので，草の少ない冬には飼料を与えているということだ
った。放牧に対する政策について，二次調査でシネトヤーさんはこう話していた。
ガチャーのリーダーが来て，家畜を減らせと言われたり，文書で「5年以内に移住せよ」と言われたりす
るが，私たちにも権利はあるので，行政に言われる度に少しずつ家畜を減らしてズルズルと延ばしている。
強制されることはない。
そして，三次調査で，ズダーさんは次のように話した。
以前は家畜を減らせとしきりに言われたが，今は放牧地にいても囲いから出すなといわれる。どちらにし
ろ，囲いの中で200頭飼ったりするのは不可能なので，実際は減らすしかない。前は，家畜は移民村以外で
は飼うなと言われていたが，今はこの田舎でも囲いに入れていれば放牧ができる。今は粘っているしかない。
を与える時以外は囲いに入れて，道路沿いの木のあるところで放牧しさえしなければ，道路を通る幹部の
目を盗んで放牧していることができる。
草を減らすなといって放牧を禁止するが，実際，家畜の口に入れなければならない。まだ牧草地で草を食
べさせられるのでもっているが，全ての家畜に飼料を与えて育てることは不可能だ。トラクターで村まで家
畜の飼料を運ぶのには通行料がかかるし，村には牧地がない。飼料を作れというが，作るにも金がかかる。
さらに，ズダーさんはエズネーよりも禁牧の厳しいアラシャン右旗に行った時の事を話しながら，
今後の牧畜民の生活に対する不安を語った。
以前，アラシャン右旗に行ったが，どこまでも鉄縄が引かれて入り口さえ分からないほどの広い牧地を禁
牧している。もう行政は家畜をなくそうとしている。今いる家畜は売れと言っているが，このままだと残り
少ない家畜を食べながら暮らせばそのうち否が応でもなくなってしまう。そのうち家畜もなくなって補助金
もなくなる。実際，家畜をなくして，ダライフブの街で酒ばかり飲んでいる若者がいる。補助金を使い切っ
てしまうと生活さえできず，怠けて日雇いの仕事もしない。そういう人たちは最終的には乞食になるだろう。
他に道がない。家畜がないのだから。すでにアラシャンではそういうことが起きている。補助金では酒を買
って，使い切ったら盗みをする。この様子だと，牧民たちはどうしようもなくなるのではないか。行政から
の保障は何もない。
これからの生活は全くわからない。最近は アラシャン右旗の遊牧民たちが牧夫や農夫として出稼ぎに来
て，賃金労働している。右旗では，もう遊牧ができない。右旗の遊牧民たちが街で喧嘩をして問題も起こし
ている。
生態移民政策の影響による社会問題は，他の地域でも報告されており，アラシャン右旗と左旗では
特に牧畜民の若者が問題を起こしている。また，筆者もエズネーに至る国道で何人も見かけたが，家
畜を失ったのであろう，牧畜民女性が「奇石」というゴビで拾ってくる珍石を売って少しばかりの収
入を得ている。ズダーさんもおそらくそういった姿を見てきて，牧畜民の未来に大きな不安を抱いて
いるのであろう。
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ズダーさんの例は，農地経営をするモンゴル人にとって必ずしも農業が安定した収入源ではないこ
とを示している。二次調査の2006年9月15日に訪れた漢人の郭軍玉さんの妻（55歳，女性）は，
「場合によってはモンゴル人の方が良い作物を作ることもある」と話していたが，彼女の家では25畝
の農地で年間4万元の収入があるということだった。このことから，家畜を持つ牧畜民にとって，農
業に集中して従事する農民よりも経験的に不利な経営になることが予測できる。
牧畜民は移民後の飼料栽培のために与えられた土地，もしくはもともと持っていたタグを賃貸すれ
ば，最低でも1畝80元の，もし，ズダーさんのような農地として使っていた良い土地ならば1畝
200元の収入になり，自ら栽培するよりもリスクが低く安定する。
case4胡楊林を観光地として開放した老夫婦の例 9月5日午前
調査対象者:ツェツェグさん，女性，66歳
場所:ダライフブ鎮 ウスルングイガチャー
家族構成:夫（62歳），子供3人
仕事:遊牧
家畜数:ヤギ50頭ヒツジ20頭
ツェツェグさん（66歳）は，ウスルングイガチャーの中でも非常に美しい胡楊の密生地内で，夫
と共にオアシス遊牧を行ってきた女性である。中央の通りを横道にそれ，枯れたナリーン川に沿って
現れる胡楊の林を横切ると，有刺鉄線で囲われた一角がある。その鉄線の中がツェツェグ一家の放牧
地だった場所である。彼女は，夫と共にずっと当地の開発を断りながら美しい胡楊林と豊かな放牧地
を守り続けてきた。子供は3人で，それぞれ自立し，二人はアラシャン，一人はエズネーにいる。子
供たちが放牧地，あるいは移民村にいれば森林保護費をもらえるが，彼らは給料をもらって働いてい
るため，これは出ないという。夫婦は，現在養老金を頼りに暮らしている。養老金は去年800元だっ
たが，今年は750元になったという。夫婦で年間18,000元の収入になり，生活するだけなら充分な
額だという。
放牧地は観光地として業者に貸し，夫婦は管理人として留まっている。普段は夫がここに住んで家
畜の世話をしているが，この日は病院に行っており，たまたまツェツェグさんが家畜を管理していた。
彼女自身は2003年から基本的に移民村の家に住ん
でいる。放牧地には3つのゲルが並び，その前に大
型の長方形のテントが建てられていた。夫婦の持ち
物はこのうち左と中央のゲル，大型テントで，右の
ゲルは土地を借りた業者のものだった。二つのうち
一つのゲルも業者からもらったものだという。
聞き取り調査は中央のゲルで行った。伝統的なゲ
ルの内装で，チベット仏教の仏壇（写真5）が置か
れ，案内人のナレンチメグさんが線香をあげて合掌
した。ツェツェグさんは，ここに住んだ経緯と過去
の生活について以下のように語ってくれた。
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写真5 チベット仏教の仏壇
1958年に南の10号という土地に軍が入り，逐われてきた。生まれ育ちもその辺りで，移住させられる時
は資源があるから土地を譲れといわれた。ラクダに乗ってこの辺に移住してきた。同時に，この辺に住んで
いた人たちを北に移住させて，全体的に北にずらす形で，みんな移動させられた。1983年に，ヒツジとヤ
ギを一人44頭もらった。家族6人だったので，全部で264頭だが，家族とは離れて暮らし，一家は二人だ
ったので，88頭をもらった。この辺は，昔は冬営地として使っていた。ずっとここにはこういった立派な
トーライ（胡楊）があった。今は老化して倒れている木もある。旗が倒木を燃料にするため，木を倒しにき
た時も，喧嘩しながらここの木を守ってきた。昔はほとんど自然の草で放牧していた。春に少しだけ飼料を
買うくらいだった。83年ころから徐々に草が生えなくなってきた。
2001年にはヤギ400頭，ヒツジ100頭合わせて500頭ほどの家畜を持っていた。そのころは乳製品もた
くさん作り，売ったりもしていた。まだ草も良かった。ラクダも15頭いたが，マーゾンシャンにいる知人
に預け，彼らの土地で放牧させているうちに現在は8頭になったのでそのうちなくなるだろう。2005年に
はヤギは150頭くらいいたが，2006年70頭くらい売って，約2万元の収入を得た。
10号はエズネー河がナリーン河とムレン河に分岐する地点にある国防科研基地である。「号」のつ
く地名は，エズネーでは軍事用地を指している。この基地は，国防科研基地が建つ前にボルオール，
もしくはバヤンボグドと呼ばれていた。河川水の分岐点という土地柄，水の絶えることのないオアシ
スでも豊かな土地であった。そのバヤンボグドに，1958年，人民解放軍が駐屯し，軍事基地を建設
した。この時，軍は当地に暮らしていた197戸の牧畜民と一つのチベット仏教寺院を移住させた（額
済納旗誌編纂委員会 1998）。強制移住であった。この国防科研基地は，1964年に弾道ミサイルの実験
地を経て，1970年に衛星ロケット発射台，有人ロケット発射台へと拡大した（児玉 2007）。この強制
移住対象になった牧畜民は多く，2001年の段階では人々は「生態移民」政策を「強制移住の再来」
と捉えていた（小長谷 2004）。現在どう捉えられているかはともあれ，2003年，ツェツェグさんは人
生で2度目の移住を体験したことになる。家畜は5年で400頭以上減らしている。この急な減少は，
胡楊林内で放牧していたことに大きな原因があるのであろう。ツェツェグ夫婦は，年金で十分な生活
ができるため，移民村に移住したが，財産である家畜を持っているために逆に生活が苦しいと話す。
それは，彼女の放牧地が「退牧還林」政策によって最も厳しく取り締まられる胡楊林にあるために，
現在放牧地にいる70頭の家畜全てを囲いの中で飼料飼育しなければならないからである。
飼料を買うのにも運ぶのにも金はかかるし，自分の移動代もかかる。飼料代と運搬費は車1台で1,000元
くらいかかる。1,000元分の飼料は，家畜が70頭いるとひと月ももたない。少しずつ与えて節約している
が，草を減らせば太らないし，死なせない程度に与えている。
70頭の家畜を飼育するのに，一年で12,000元かかる。それに対し，50頭のヤギからはカシミヤを
売って年間4,000元程度の収入24しか得られない。完全な赤字である。筆者は，ここで初めて畜舎飼
育の実態を理解し，これまでの聞き取り調査で頑なに移住を拒む牧畜民の心情を改めて考えさせられ
た。ツェツェグさんの場合はまだ放牧地にとどまっているが，ほとんど移民村での畜舎飼育に近い状
況である。行政が推し進めようとしているのは，牧畜民にとってこのような生活の成り立たない政策
である。しかも，移民村の狭い畜舎では30～40頭を入れるのが限界である。もちろん，この状況で
暮らしていくのは無益なことである。ツェツェグ夫婦は，2007年6月までは放牧を続け，聞き取り
調査をしたのは囲いで飼いはじめて3ヶ月目の時だった。ツェツェグさんは，囲いで飼いはじめてす
ぐに，休牧の効果を感じたという。
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24 大き目のヤギ1頭80元として50頭で計算した。
2ヶ月くらい家畜を囲いに入れておいたら，この辺は緑になった。ヤギは草がないと根を掘って食べてし
まう。根が減ると，草の種も減り，量も減ってしまう。草が生えないので放牧しても仕方がない。家畜が遊
牧地に入らなければトーライは確実に生えてくるだろう。
家畜飼育の今後については，次のように話してくれた。
今のような囲いの中の飼育は，30頭が限界かもしれない。自分たちの食肉用として考え，売ることは考
えないようにする。冬になったら，家畜を30頭にして家畜ともども街に移るつもりでいる。
ツェツェグさんは，移民村に60㎡の家屋つきの土地を与えられた。この庭の部分に，風呂とキッ
チンを自費で増築した。移民村での生活は，放牧地と違って水道電気ガス石炭代などがかかる。
特に冬場は石炭代がかさむ。石炭は1トン500元かかり，ひと冬でだいたい4～5トン使うので，お
よそ2,500元かかる。さらに，冬に移民村に移るまでに家畜用の畜舎を自費で建てなければならない。
ツェツェグ夫婦には，年金以外には補助金がない25。ただし，移民村に移ったことでガチャーから
支給された20畝の農地賃貸の年間4,000元の収入と，放牧地賃貸の契約金年間2万元があり，放牧
地は10年間貸す契約である。また，夫婦は2006年，キャンプをしに来た観光客に定食を提供して臨
時収入を得ており，10月1日の国慶節26から4日間，大型テントで簡易レストランをしただけで
5000元の収入になっている。彼女たちの長年守ってきた胡楊林で始まった観光業についてはこう話
している。
前は固定家屋もここにあったが，景観を保護するため，つぶした。トーライの紅葉の時期に人がたくさん
来るので，定食を出したら良い収入になった。観光客はこの土地に勝手にテントを張って，食事だけ簡易料
理店で取ったり，観光用のゲルに宿泊したりする。来年からは，本格的に観光地としてライトを付けたり，
看板を立てたり，トーライ林への入場券を発行したりすることになりそうだ。こちらは入場料などは取れな
いが，自分のゲルに泊まらせたり食事を出したりするのは自分の収入になる。今年はまた人が多くなりそう
なので，ゲルを三つ増やしたい。
このように，ツェツェグさんは，精力的に観光業に関わっていくつもりである。ゲルをまた三つ増
やしたいという話からは，現在この老夫婦がそれな
りの投資金の用意があり，その元が取れる見込みが
あるということが推測できる。
エズネーはもともと観光資源がそれなりに豊かな
土地であるが，2006年から2007年にかけてますま
す注目を集める産業になりつつある。街でのホテル
建設も増え，本格的に観光地としての道を開拓しよ
うとしているようである。セレグレンさんの例にも
あったが，観光業を開始するにはそれなりに投資額
が必要であり，何よりも持っている土地が観光的価
（55）
25 二次調査の2006年9月15日に訪れた移民村で暮らす老夫婦は，年金は受け取らず，牧草地を行政に返還し
たことで支払われる「草原管理費」で生活していたが，これは70歳以上の人が対象である。ツェツェグさ
んは少なくともこの先10年間は「草原管理費」を受け取れないが，放牧地の賃貸契約の方が年間4,500元
高い収入である（聞き取り調査 2006.9）。
26 中華人民共和国建国記念日。
写真6 ゲルと胡楊林
値を有することが条件になる。その点，セレグレンさんは湖も胡楊林も近く，ツェツェグさんは胡楊
林の土地を提供できていた（写真6）。
case5移民村の家を使ってレストランを開業した例 9月5日午後
調査対象者:バートルさん，男性，45歳
場所:ダライフブ鎮，サイハントーライソム，ムンフトガチャーからの移民
家族構成:妻，娘（21歳），息子（20歳）
仕事:遊牧，レストラン経営
家畜数:ヤギ350頭ヒツジ60頭，ラクダ10数頭
バートルさんは，2006年6月に移民村に移り住
み，移民村に割り当てられた家と土地を増築してモ
ンゴルレストランを経営する牧畜民の男性である。
彼のレストランは，まだ空き家の目立つ移民村の一
角にあって明らかに他の家々よりも家屋が広く，中
に入るとカウンターがあって従業員が迎え，各個室
に通されて食事をするという造りになっていた。内
部は新しく清潔で，わたしたちが訪れた時は準備中だったらしく，慌しく人が歩き回っていた。個室
は白壁に観光客を意識した大きなソブノール湖のイラスト（写真7）が掛かり，寂れた風景の外部が
見えないよう，窓は自然に藁葺きで隠され，空調も快適であった。家族は妻と娘（21歳）と息子（20
歳）で，娘は旗の臨時職員をしており，息子は従軍している。妻は教師をしていたので，定年退職し
た現在でも月に2,000元が支払われている。現在はバートルさんがレストランを運営し，妻と親戚の
娘が住み込みで働いている。バートルさんのレストラン経営は本格的なもので，家族総出で従事する
他，ウェイトレスや漢人のコックまで雇っている。その他に牧夫を雇って出身地のサイハントーライ
ソム，ムンフトガチャーで合計400頭以上の家畜を放牧しており，財産が多い反面人件費がかかる
家庭である。サイハントーライソムは，西河のムレン河中下流域を含む行政区画で，ムンフトはム
レン河沿いの中流域と下流域の中間にあるガチャーである。バートルさんによれば，ソムにはガチャ
ーが5つあったが，合体しながら今は2つになった。現在，ムレン河は，ソブノール湖に流れ着くナ
リーン河やエズネー河よりも水量が減らされ，胡楊林の砂漠化が報告されている地域である。バート
ルさんは生まれも育ちもムンフトガチャーで，ずっと牧畜をして暮らしていた。耕地で綿花を作っ
ていたこともあるが，労働力がかかり，家畜の面倒が見切れなくなったのでやめたという。料理店経
営の経験はなかったようである。家畜は，現在は全てムンフトガチャーにあり，まだ放牧ができる
状況である。環境移民政策が始まってからの家畜と放牧について，バートルさんは以下のように語った。
2006年の6月からの約1年は，わたしはずっとこの移民村にいて，遊牧地はたまに見に行っている。今
は地元の人を雇って放牧している。現在は1人雇っているが，冬には2人雇うことになるかもしれない。1
人あたり月に600～800元の給料で，食事付にしなければならない。日当にして20～25元かかる。ヤギのカ
シミヤは350頭くらいで年間3万元の収入になるが，減らしているので毎年収入も減っている。
家畜はレストランでも肉を使っている。去年までは家畜を500頭持っていたが，今年400頭にした。来年
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写真7 ソブノール湖のイラスト
もまた100頭くらい減らすことになるだろう。前はレストランの肉はヒツジを買ったりもしていたが，家畜
を減らせといわれているので処分の意味もあって，最近はほぼ自分の家畜を使っている。一年でヤギをつぶ
すことが多く，ラクダも一度くらいはつぶす。紅葉の時期の10月初旬に観光客が来たら，一度にヤギを30
頭くらいつぶすことになりそうだ。それに，冬の食肉用に11月には70頭くらいつぶして冷凍27しておく必
要がある。また，春に使う家畜には，冬の間に飼料を与えなければならない。耕地を200畝持っていて，そ
のうち50畝を使って自分で飼料栽培をしているのでその作物を与える。家畜は，今後囲いの中で飼うとし
てもせめて100頭は残したい。レストランの肉全てを買うことになれば料理の元が取れないので，このレス
トランは続けられない。
地元の放牧人を一人，時期によって二人雇うことで，年間のカシミヤの収入の半分が給料に換わる。
ヤギが100頭になったとすると，カシミヤ収入は放牧人の人件費で消えてしまう。その代わり，家畜
を料理店で出せば，肉だけを売るよりも高い利益が得られる。バートルさんのレストランは旗総人口
の半数が集中するダライフブの街から車で5分ほどの郊外にあるので，同じモンゴルレストランを経
営するセレグレンさんよりも集客率と収入が高い。その分家畜の減り方もかなり急である。多めに見
積もると来年の3月くらいまでに家畜は100頭近く減ってしまう目算である。ただし元手がかからな
いので収入はいっそう高くなると考えられる。レストラン経営の計画はかなり周到で，もともと持っ
ていた耕地の一角で飼料作物も栽培している。自分では使わない150畝の土地は漢人に農地として1
畝年間130元で賃貸し，年間およそ19,000元の収入を得る。1畝の値段が比較的安いのは，サイハ
ントーライソムが旗の中心地から遠く，交通が不便だからだという。もともとタグを持っている人
には，移住しても耕地を与えない決まりがあり，移住してからも土地をもらっていない。
エズネーでは2004年から「退牧還草」政策のため，禁牧が始まった。それまではあまり厳しく家
畜を減らせと言われなかったが，以降は圧力が強くなってサイハントーライソムの牧畜民はどんど
ん家畜を処分したという。禁牧以前にソム全体で5～6万頭だった家畜は，2007年には1万6千頭に
なってしまったとため息を吐きながら話してくれた。その代わりに行政は「公益林費」と「退牧還草
費」を支給した。バートルさんは牧畜民の国の補助金について詳しく把握していた。
22～56歳に退木還草費が支払われる。2005年は年間750元で，2006年は1830元，2007年は4620元もら
った。実際はもっと多いが，年金の積み立てとして引かれている。56歳以上は年金を受け取り，補助金は
出ない。2005年の公益林費は年に6238元（写真8）もらった。公益林費は牧民として登録されている人だけ
がもらえ，農民にはない。1998年の2回目の牧草地請負の際は，土地を請け負って放牧している人が対象
になっている。その時登録していれば，家畜があってもなくても，商売をしていても放牧をしていても，現
在の生活の場所が移民村でも放牧地でも受け取れる。1998年の登録証明書がなければもらえず，また，22
歳以上でも従軍していたり学生だったりするともらえない。補助金は，何年続くかはわからない。
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27 エズネーの冬の最低気温は零下35℃に下がるので屋外保存で冷凍可能。
写真8 公益林費証明書
バートルさんはレストラン経営（写真9）については次のように話してくれた。
2006年の6月ここで開業し，開業費として18万
元投資した。2007年も改装するために6万元を使っ
たので，レストランには全部で26万くらい投資して
いる。来年もまた投資が必要になるだろう。この投
資のために6万元借金をしたが，借金は来年くらい
には返せるだろう。元を取るのは再来年以降になる。
レストランではコック1人，ウェイトレス2人を
雇っていて，家族や親戚が3人（自分と妻と親戚の女
子）働いている。ピーク時にはまた2人くらい雇わ
なければならない。コックは漢人で，月給は1,800
元。モンゴル伝統料理である肉料理だけ自分たちで
作っている。ウェイトレスは月給650元。コックは
何ヶ所かで実習をして免許を持っている。店は衛生
局にも登録されている。衛生管理については衛生局から厳しく検査されている。
バートルさんは少なくとも借金返済分の6万元の収益を来年一年で得られると考えていた。今後の
生活について話を聞くと，経営が続けていけるかどうか，その不安について話してくれた。それに，
支出については次のように話した。
去年はモンゴル料理店も少なかったが，今年は増えているので今後経営は悪化するかもしれない。それに，
耕地を1人10畝以上持ってはいけなくなるというがあり，そうなったら飼料が充分にできず，家畜を囲
いで飼うことはできなくなってレストランの経営も立ち行かなくなる。子供が学校に行っていたころは学費
だけで年間2万元くらい使った。現在は学費の出費はない。生活費としては，4～5人で年間およそ2万元。
レストランを含めた電気代が月に400～500元で，水道代は月に50～60元である。どういう計算かわからな
いが衛生費などもいくらか取られている。
バートルさんは，牧畜民でありながら放牧の仕事は放牧人を雇い，精力的に経営者としてレストランを
切り盛りしていた。移民村への転出をチャンスと捉え，収入の増加を図っている例であると考えられる。
case6移民村と放牧地両方に住んで移住の準備をする例 9月5日午前
調査対象者:バトツェンゲルさん，男性，40歳
場所:ダライフブ鎮
家族構成:妻ツァツァー（37歳），息子ザンダン（15歳）
仕事:遊牧，モンゴル伝統模様絵師
家畜数:ヤギ60頭，マーゾンシャンの親戚にヤギ88頭を預けている
バトツェンゲルさんは，中学生の息子ザンダンと共に移民村に住む牧畜民である。妻のツァツァー
さんはソブノールソム，バヤンボラグガチャーの放牧地で放牧しており，それぞれ移民村と放牧
地に住んで，息子の世話や放牧を夫婦交替で行っている。もともとは夫婦で放牧地に住み，息子を学
校に通わせるために息子とその祖母が移民村に住んでいたが，祖母が亡くなってどちらかが移民村に
移住せざるを得なくなった。彼は，モンゴルの伝統模様を描く絵師の内職も放牧の合間に行ってきた
（写真10）。木箱にモンゴル伝統模様を描いて，年間数千元の収入を得ている。彼の家の庭にはゲルが
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写真9 バートルさんのレストランでの宴会
建てられており，その中で絵師の作業をしている。
仕事は放牧と内職であった。
バトツェンゲルさんはサイハンノールソム，サ
イハンノールガチャーに生まれ育ち，バヤンボラ
グガチャーに移った。サイハンノールソムは，
現在は廃止された行政区画であり，かつてガショー
ンノール湖に注いでいた西河のムレン河下流に位置
していた。ソブノールソムのバヤンボラグガチ
ャーは，サイハンノールガチャーのほぼ真東に位
置する，ナリーン河沿いの村である。バヤンボラグ
の放牧地ではまだ放牧しており，自然の草を食べさせていて飼料は与えていないという。しかし，草
を食べる時以外は囲いに入れており，家畜も減らし，移住する準備段階に入っている家庭である。家
畜と環境については，次のように話している。
2006年が最も家畜数の多かった年で，合わせて200頭ほど持っていた。2006年から厳しく移住しろと言
われはじめたので，そのうち88頭のヤギをマーゾンシャンの知人に預け，自分の家畜は50頭ほどのヤギを
処分して60頭まで減らした。売ったヤギは，1頭500元のもあったし，200元のもあり，全部で数千元にな
った。60頭のヤギは年間3,000元のカシミヤ収入になるが，現在は基本的に自分たちの食肉のために飼っ
ている。88頭のヤギのカシミヤは，マーゾンシャンに預けている人のものとしているので収入にはならな
い。バヤンボラグガチャーではラクダを多く持っている家庭が家畜をゴビに連れて行っているので，全体
の環境は良くなっている。
知人に預けているヤギからは収入がないが，言わば財産を預ける銀行のような扱いをしている。も
し収入に困った時は返してもらい，肉を売って現金収入を得ることができる。いまのところは補助金
が出ているので収入に困っているということはないだろうと予測できる。
また，2006年から厳しくなったという生態移民政策については以下のように話してくれた。
ガチャーから，家畜を村に移せといわれているが，今はまだ放牧している。そのうちみんな移住しなけれ
ばならなくなるだろう。最近は減らせといわれなくなったが，その代わり囲えと言われるようになった。囲
いの中で飼うことになったら，もっと減らし，半数の30頭くらいにすることになるだろう。畜舎飼育にし
ろといわれればそうするしかなく，60頭は畜舎では飼えないので結局は減らすしかない。まだ移民村に来
ていない人も結構いるが，基本的にソムやガチャーの単位で入ってくる。
140畝の耕地を持っていたが，移住する前にガチャーが多すぎると言って40畝を回収した。残りの100
畝の耕地は漢人に1畝150元で貸している。環境保護と移民政策については，理解し，正しいとも思ってい
る。移民村での生活は，金さえあれば暮らしは良い。
このように話すバトツェンゲルさんは，比較的抵抗なく移民村で暮らしている様子であった。今後
どうやって暮らしていくかについては，次のように話している。
今は退木還草費が一人年間4200元で，公益林費はよく覚えてないが，合わせて一人6000元くらいもらっ
ている。この二つの補助金は，2005年から五年間支払われ，その後は自立しろと言われている。それまで
に模様絵師の仕事を増やして，農地でウリでも作ろうかと考えている。
このように，バトツェンゲルさんは生態移民政策に理解を示し，これまで見てきたどの牧畜民より
（59）
写真10 バトツェンゲルさんが描いたモンゴ
ル伝統模様のある家具
もよく政策の方針に従っていた。段階を踏んで完全移住の準備も進めており，農業に携わることを視
野に入れていた。行政が2004年に牧草地に電気ポンプの井戸を掘り，電気を引いたということだっ
たので，彼の農地はバヤンボラグガチャーにあるのだろう。このように，移民村に移った牧畜民に
よる灌漑農業は少なからず増加している現実がある。
バトツェンゲルさんの例は，補助金が牧畜民に一定の保障を与えているケースで，生業転換の物理
的，精神的準備期間を設けることに成功している例であると考えられる。ただし，生態移民政策が目
指す耕地での飼料栽培による牧畜経営については，全く視野に入れていなかった。
第四章 現地での聞き取り調査内容に基づく考察
エズネーモンゴル人にとっての生態移民政策
生態移民政策は，現地の牧畜民の合意を得て行われているものではない。1958年の人民解放軍軍
事基地建設の「強制移住」の歴史と同様，牧畜民の生活変容と家畜財産を犠牲にして行われる政策で
あり，彼らは促されるままに生活の変容を受け入れるしかない。ただし，三度の現地調査によって，
牧畜民は生活の変容を決して悲観しているだけではないことがわかった。不安や怒り，諦めを感じな
がらも，それぞれの家庭の事情によって，生業転換の努力，収入増の努力，放牧を続ける努力を行っ
ていた。また，「移民政策」はともかく，「退牧還草」政策については森林保護，自然保護の視点から
「良い事だ」と考えているモンゴル人も多く，理解を示していた。そのためか，「移住」に対して比較
的抵抗がない様子であるバートルさんやバトツェンゲルさんのような例もあった。特にバートルさん
はレストラン経営を精力的に行い，この移住を収入増のチャンスと見なしているようであった。逆に，
断固移住を拒否するセレグレンさんやズダーさんのような例もある。移住政策の中，無償で支給され
た移民村の部屋の利用法もさまざまで，全く放置している人もあれば，子供の学校への通学に利用し
たり，レストランに改造したり，ホテル代わりにしたり，水道が出る家として水の確保に利用したり
と，詳細に聞けば聞くほど，人それぞれとしか言いようのない実態が明らかになった。その中で共通
性のある現象として，①農地賃貸の増加，②移民村利用の増加，③家畜数の減少，④本副業の展開に
よる収入の変容などが挙げられる。また，共通の認識としては⑤1環境は改善されている，⑤2環
境政策の実態，⑥畜舎飼育は不可能，⑦政策は二転三転する，⑧今後の生活の不安ということであっ
た。これら共通の現象，認識について分析，考察したい。
① 農地賃貸の増加
10軒のうち確認が取れたものだけで7軒が漢人に土地を貸していた。このうち生態移民政策によ
って与えられた土地を賃貸している家庭は2軒あり，自らの農地栽培を視野に入れる家庭は1軒，ま
た，10軒のうち土地が悪く貸せない状態の土地を有する家庭が2軒あった。農地賃貸は，家畜財産
が減っている今，最も安定した収入が得られる不動産事業である。牧畜民は持っている土地の耕地を
こぞって貸し出し，時には開墾さえ自ら行うという（児玉 「日本モンゴル学会」での口頭発表 2007.11）。
② 移民村利用の増加
移民村の利用は，特に子供がエズネーの学校へ通うことに役立ち，専ら祖父母と子供が移民村の家
に住んで利用しているという。10軒の取材家庭のうち，確認が取れただけでも2軒が子供と祖母を
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移民村に住まわせ，両親は放牧地で放牧をするという形を経験していた。
さらに，水道からは飲用水が出るため，水質悪化問題のある地域の水源確保としても役立っている。
結果的に移民村の建設は，移民村だけではなく放牧地の生活の補助にもなっている。バイクなどの移
動手段が現れて以来，牧畜民と都市住民の距離は近くなっているが，その傾向はますます強まったと
考えられる。
漢族優位の認識が共有されている今だからこそ，少数民族と漢族はコミュニティを広げ，お互いの
文化について知るべきである。
③ 家畜数の減少
2006年から2007年の一年間だけで，普通の牧畜民家庭では50～100頭の家畜を処分している。ほ
とんど放牧のみを行って生活してきた人々にとって，これは収入の大幅な低下を意味し，生活変容と
生活不安を招く最大の原因である。しかし行政の指導の下で家畜を大幅に減らしてはいるが，決して
ゼロにするつもりはないというのが一般的な意識であった。圧力はかけられても「強制されることは
ない」ので，「行政に言われる度に少しずつ家畜を減らしてズルズルと延ばしている」家庭がほとん
どである。牧畜民の意識としては当然のことで，生活が成り立たないとわかりきっている畜舎飼育を
推し進める政策に従うことは自殺行為に等しい。
「保林が厳しくなり規定の場所時以外で放牧していると没収されてしまう」ので，今後も減少の見
込みは大いにあるが，全くなくすつもりはないという家庭は10軒のうち8軒であり，残り2軒のう
ち1軒はすでに草原を行政に返還した老夫婦で，あとの1軒もできれば残したいという考えであった。
④ 本副業の展開による収入の変容
牧畜民は家畜数の減少によって，家畜以外からの収入を求めざるを得なくなった。10軒のうち，
特に観光業を含めたモンゴル料理店やレストラン経営をする家庭が4軒にのぼり，このうち牧畜業を
自分で行わず，移民村でレストラン運営に専念する家庭は2軒だった。
しかし，それは必ずしも家畜が減らされた場合に放牧を捨てて生業転換をするための準備というも
のではないようである。料理店，レストラン経営の4軒のうち3軒の経営者が，肉を提供するために
は，家畜を持っていることが収益を得る条件だと口をそろえて話していた。
傾向としては，旅行社の登録運転手を請け負う2軒も含めると，10軒中モンゴル料理店，レスト
ラン経営の4軒と合わせた6軒がサービス業に従事しており，また，モンゴル絵師の仕事も含め第三
次産業が70％を占めた。
⑤1 環境は改善されている
「環境は回復している」，それが聞き取り調査により把握した牧畜民たちの一般的な認識であり，筆
者自身，エズネーを訪れるたびに緑は増えていると感じていた。2002年から始まった「生態移民」
と2004年から始まった「退牧還草還林」が，一定の効果を挙げている。ツェツェグさんは，「家畜
を減らせば確実にトーライは生えてくるだろう」と話した。これは一見すると，これらの政策が「生
態保護」という目標に対して正しい選択であったかにみえる。しかし，「ヤギを2ヶ月囲いに入れて
おいた」だけで，これまで「人も家畜も乾いて死にそう」（聞き取り調査 2006.9）だった生態環境は
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簡単に回復するものなのだろうか。現在の環境の回復原因は，これまで流れてこなかったソブノール
湖に注ぐ河川水が政策によって流されているため地下水位が上昇していること，そして，急激な家畜
の減少によって，家畜の食料分の緑が一時的に回復していることとも関係があるであろう。草原の生
態は有機的であり，ただ家畜を減らせばいいというような単純な問題ではないようだ。バヤンホトの
高校教師の話によれば，「草は家畜が食べたり刈ったりすればまた生えてくるが，伸ばしたままだと
やがて枯れて下から生えてこなくなる。このままでは草原火事が起きるだろう。また，ラクダがザグ
を食べなくなってからザグが枯れはじめている。その原因はラクダに砂漠の「地下通路」を踏みつぶ
されないことで増えた野ネズミがザグの湿った根を食べてしまうところにある」という。実際，家畜
が減ったせいで植生が枯れる現象が起きているという話も聞いている（聞き取り調査 2007）。
⑤2 環境政策の実態
水資源の浪費はまさに水面下で進行していると考えられる。それは牧畜民の「地主化」（児玉「日本
モンゴル学会」での口頭発表 2007）の現象によって説明できる。家畜が減少した分，所得の上昇をねら
って，牧畜民が農耕民に耕地を賃貸する現象が環境移民政策実施以来顕著になっている。投資，労働
力，自然災害のリスクを負わずに安定した収入を得られる農地賃貸は，調査対象家庭ではほぼ全ての
牧畜民が行っていた。今年になって農地賃貸に切り替えたが，ズダーさんのように牧畜民自ら農地経
営をする例もある。この上，移民政策実施以来，移民村に移ることで支給される耕地や放牧地だった
土地を開墾して作った耕地を賃貸する牧畜民が現れている。主として外部から来た漢人に貸し出され
たそうした土地は，1回の河川水灌漑，5，6回の地下水灌漑を経て経済作物を実らせる。農地を借り
た漢人は，大量の季節労働者を連れて来て，違法である川辺林開墾も行うという。生態移民政策が農
業生産に基礎を置くこともあって，この違法行為は半ば公然と行われている（児玉 2007）。つまり，
エズネーで行われている環境政策の実態は，牧畜を減らして農業を増やし，水資源消費を加速させて
いるものであると考えられる。ソブノール湖に水が流されることで，ナリーン河とエズネー河沿いの
町民や農牧民は「水不足の心配がない」が，その河川水も一定量湖へ流す決まりがあるので，決して
直接引いてこられるものではない。このまま漢人の流入と共に耕地開拓と農地賃貸が進めば，わずか
に上昇した地下水も瞬く間に経済作物に吸い上げられてしまうだろう。
地域的特性を活かした政策の実施のために，水文学的な調査を行い，現在の水資源がどう使われる
のが正しいのかを模索しなければならない。
⑥ 畜舎飼育は不可能
畜舎飼育が不可能であることは今や，周知の事実となっている。三次調査でも見たように，1,000
元かかる飼料を70頭の家畜が1ヶ月で消費する。たとえ家畜を半数に減らし，すべてヤギにしたと
しても，1年間の費用は6,000元となる。それに対し，カシミヤ収入は年間2,800元である。もしこ
の政策を行うのであれば，毎年3,000元以上の飼料購入補助金を支給するか，支給した土地にかかる
灌漑や化学肥料購入の補助金を支給しなければ，牧畜民の生活は保障できない。これは当初の目的で
ある経済開発とは全く別の意味を持つものになってしまう。
つまり，畜舎飼育を可能にする手段は，支給された土地で経済作物の栽培を行うしかない。しかし，
土地を農地にするには資金が必要であり，維持のために莫大な労働力と人件費が必要である。かりに成
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功して高い収入を得たとしても逆にオアシス荒廃を招き，結果的には農耕も不可能になって貧困化する。
⑦ 政策は二転三転する
牧畜民たちは，「生態移民」政策や「退牧還草還林」政策の取り決めなどを理解していない。そ
れは，これほど急激な政策転換を実行しながらその明確な説明を怠ってきた，あるいは避けてきた政
府や行政区幹部の責任によるところが大きいが，そもそも地元政府自体がはっきりしたビジョンをも
っておらず，状況次第で政策や規定を二転三転している。それに，漢語を部分的には十分に理解でき
ない彼らが説明を受けても理解に至らないということもある。こうした状況が多くのを生み，生活
の不安を生み出している面もあると考えられる。
⑧ 今後の生活の不安
環境移民を強いられているのは，そのほとんどがこれまで家畜を手放して生きたことのない人々で
ある。誰もが畜舎飼育の無益を知っている今，彼らに畜舎飼育を強いることは，つまり，農耕民にな
れ，もしそれができないなら乞食にでもなれ，といっているのと同義である。農耕民になったとして
も，漢族農耕民との間で必然的に起こると考えられる「水紛争」を身近で経験したことのない，かつ，
漢語も達者ではない彼らが，地下水低下がさらに深刻になった時，どのように対応できるのだろうか。
数百年にわたって遊牧を行ってきた彼ら牧畜民がその厳しい環境での農耕生産において，政府を後ろ盾
にする人口の圧倒的に優勢な漢人と競争できるものかどうかの判断はそう難しくない。では，同じ農耕
民になれれば，民族間の違いや争いはなくなるのか。その答えになりうる事例は世界中に多く見られる。
モンゴル牧畜民と漢人農耕民との間で起きている水の争いについては，本稿では詳細を記載してい
ないが，2006年3月の一次調査ではラクダ飼いの女性（50代）に，2006年9月の二次調査では漢族
農民（前記郭軍玉さんの妻，55歳）にも話を伺っている28。
一般論として，住民の生活不安は社会混乱の重要な要因になるので，行政からは，モンゴル族の幹
部を派遣し，国家の政策がらみで現状について周到な説明を行うことにより，彼らの生活不安を取り
除かなければならないだろう。
おわりに
「西部」は基本的に少数民族地域である。「少数民族」とは，漢族に対して数が少ないという意味を
示し，「劣等民族」を意味するものではない。しかし，その生活文化は中国社会では「遅れた」文化
と考えられている。その間違った認識のもとで，漢族の主観的な考え方に立って行われている漢族化
変容が「生態移民」政策及び「退牧還草還林」政策の実態である。漢族の主観的な考え方は，農耕
文化から生まれた発想であり，そこには牧畜文化と相容れない部分が多く含まれている。モンゴル高
原における「畜舎飼育」とは，家畜には耕地で飼料を栽培して与えればいいという，漢人の「牧畜」
に対する単純な理解から生まれたものである。しかし，その「畜舎飼育」で牧畜民は基本的な生活が
維持できるのか，また，飼料栽培地の水資源を始めとする環境の持続的利用が可能なのか。これは，
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28 第二回調査まで同行だった内田涼子の「調査ノート」がちょうどこの部分を補う。フフバートル 内田涼子
「環境保護政策の中の牧畜民の「退牧」移住内モンゴル自治区エズネー旗での調査ノート」（『学苑』823
号 pp.3954 昭和女子大学近代文化研究所 2009年5月）を参照。
「移民」を強いられる牧畜民にとっては何よりも重要なことであるが，エズネー旗における「生態移
民」政策及び「退牧還草還林」政策の実施にあたり，この最も基本的な問題が充分検討されていな
かったことがこの聞き取り調査で浮き彫りになった。
その最大の問題点は，政府や行政が「移民」に伴う自然環境や住民 少数民族の生活文化などの
現状や実態を把握していないということである。漢族優位でスタートをきった「西部大開発」は，少
数民族の視点に立つことを怠るがゆえに，彼らの生活文化の基本及びその変容の実態をめないでい
る。政府側は内外の多くの研究者が行ってきた客観的学術研究の結果に目を向け，新たな視点を取り
入れて，これまでの環境移民政策の効果と失敗を顧み，自ら発動し，実行してきた政策により生じて
いる問題の実態を把握し，直視し，理解するべきであろう。現在の政策を続ければ，結果的にエズネ
ーオアシスの植生の破壊につながり，土地を疲弊させて生態保護に失敗することも考えられる。
「西部大開発」における生態保護の失敗は，つまり，経済開発の失敗を意味するものでもある。
生態保護の必要に迫られる今こそ，これまでの少数民族の資源利用の在り方に学び，互いの民族文
化を理解しあうことで生態保護の新たな方法を見出し，経済発展の持続性を考えるべきであろう。
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